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アブル・ファズル著 
『アーイーニ・アクバリー』訳注（10）

真下　裕之　監修
二宮　文子＊、真下　裕之、和田　郁子＊＊　訳注

［AA: I, 118］

武具の館 1の規則

内府の繁栄2は武具の館から発し、兵の装備はそれによって整い、世界の隆盛

はそれに帰する。それゆえ等級をよく知る世界の主人たる御方は大いに御心を

傾け、武具の館の整備に深い洞察を示される。新たないくつかの企画が顔を煌

めかせ、業務の質が向上したのである。【例えば】御前において、ある鎧が銃

（bundūq3）の標的とされたが、凹みの痕は見られなかったので、これが諸軍に

＊	 　青山学院大学文学部教授
＊＊	　岡山大学学術研究院社会文化科学学域准教授
1	 　qūr-ḫānah. 元来「矢筒」を意味するqūrの語義が武器全般に広がったことについては
［Doerfer: I, 427-428］。（M）

2	 　ḫānah ābādī。本書の冒頭に見られるmanzil ābādī「御所の繁栄」［AA （Jtr.） （1）: 
80, n. 9］とほぼ同義と考えられる。「兵の装備」sipah-ārā’ī、「世界の隆盛」ma‘mūrī-’i 
ǧahānとともに、それぞれ帝国の宮廷、軍事、国土に対応しており、これは本書を構成
する三つの区分に対応する。（M）

3	 　Khanによれば、15世紀初めにオスマン朝に導入されたハンドガンないし“arquebus”
は、一般にイスラーム諸邦やインドにおいて「tufangあるいは tufak（本来crossbowを
意味する語）、および banduq（shotsを意味するアラビア語）」と呼ばれた。そして以
後4世紀の間、火縄式、ホイールロック式、あるいはフリントロック/火打ち石式のあ
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行き渡るよう常に備えられている。

市場で取引される武具4については、王冠の主の御明察により価格が決まる5。

御用の武具については、名前と等級6が定められる。30振の太刀7が御用のもの

（ḫāṣṣah）とされ、月ごとに一揃いが王朝の御寝所に届けられる8。前月の一揃い

は送り出されて、表（おもて）の僕たちが順番に片付ける。その他に40振が用

意され、それらはクータル（kūtal9）と名付けられている。御用のものから消費

され、12振になると、このクータルのなかから補充される。12振が一束（yak 

bandī）であり、1週間経つと順番が1つずつ移る10。ジャムダル（ǧamdhar11）とカ

らゆる種類のヨーロッパのハンドガンが無差別に“tufang”ないし“banduq”と呼ばれた
という［Khan 2004: 129］。Akbar時代のbundūqについては、［AA: I, 125-127］（本訳注
83-86頁）に詳述。（W）

4	 　bāzargānī. 行軍中の君主の陣営において各種の工房とともに「市場」bāzārが設営さ
れたことは、本書の古写本に掲載された陣営の模式図にみえるし［AA （Jtr.）（3）: 126-
127］、「市場」での軍需物資の販売についてはBernierが伝えているが［Bernier: 379-380; 
Bernier （Jtr.）: 331-332］、武具の取引については詳らかでない。（M）

5	 　価格については、後出の表で言及されている。（W）
6	 　この箇所および後出の「等級（pāyah）」が何を意味するかは判然としないが、本文

の内容から、「御用のもの（ḫāṣṣah）」と、予備の「クータル」を指すか。（W）
7	 　šamšīrの図像資料と文献資料が符合する例としては、1561年5月、AkbarがMālwah地

方への遠征からĀgrahへの帰途、Narwar城砦近くで進路上に現れた虎をAkbarがšamšīr
の一撃で仕留めた記事［AN: II, 144］に対応する、Akbar Nāmah写本（Akbar時代に制作）
の挿絵（Victoria & Albert Museum, IS.2:17-1896）である。この図像に従えば、šamšīrは
湾曲した片刃の長刀であり、腰に帯びた鞘に収められ、片手分の柄を有する。（M）

8	 　この文をBlochmannは、“Thus there are thirty swords （khāṣa swords）, one of which 
is daily sent to His Majesty’s sleeping apartments.”と訳しており、1） 30振あるḫāṣṣah
の太刀から「1本」が、2）「1日ごとに」届けられると解している［AA （Etr.）: I, 116］。
しかし本訳注では、1）については、ḫāṣṣahの太刀は30振で「一揃い」と扱われると解
し、2）については、底本および参照した三写本でいずれも bi-har māhī とあることか
ら、「月ごとに」と訳した［AA Ms. A: 51r; AA Ms. B: 55v; AA Ms. C: 45r］。（W）

9	 　モンゴル語で換え馬、予備の馬を意味するkötälに由来する［Doerfer 1963-1975: 
I, 459］。ペルシア語ではkutalとも言い、君主の前を行く鞍付きの馬、「伴走馬（led 
horse）」を意味する［Anwarī 1381 Sh.: kutal; Steingass 1892: 1058b］。（W）

	 　本書で後出する「事績記録官 wāqi‘ah-nawīsの規則」の記事では、七日で一巡する輪
番の当番二名の一方が補欠要員であり、これが「当代の言葉では kūtalと呼ばれて」い
たことが記されている［AA: I, 192］。（M）

10	　Blochmannはこの部分を “There are also twelve Yakbandi（?）, the turn of every one 
of which recurs after one week.”と訳す一方で、yakbandiという語が辞書になく、訳の
正確さに疑問があると述べている［AA （Etr.）: I, 116］。（W）

11	　Irvine、Pantに従えば、ǧamdharは両刃の短剣であり、刀身の支持材に取り付けられ
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プワー（khapwah12）は40振ずつ、いずれも1週間ごとに一揃いが前のものの代

わりにもたらされる。それぞれについて30振のクータルがあり、【数が減ると】

前述のようにしてそのクータルから満たされる。また8本の小刀（kārd13）と20

本ずつある槍 （nīzah14）とバルチャ槍（barčha15）は1か月ごとに一揃いが使われ

た二本の平行する棒材と、その間に固定された一本ないし二本のグリップとで柄を構
成する［Irvine 1903: 86; Pant 1980: 162-173］。Bābur Nāmahにはǧamdharahという語形
であらわれ、日本語訳では「長めの短剣」、英語訳では“broad dagger”と訳されている

［BN: 478; BN （Jtr.）: 475; BN （Etr.）: 528］。（M）
	 　Burhān-i Qāṭi‘ではǧamdarとしてあらわれ、「ヒンドゥースターンでkatār、韻律に

よってはqaṭārと言われる武器（silāḥī）」とされ、カターラー（注33）と類似の短剣の一
種であることが示唆される。また「ヒンド語ではすなわち ‘Izrā’īlの歯」の意であると述
べられ、死の天使とも関連付けられている［BQ: II, 586a］。Ǧamは古代イランの英雄王
Ǧamšīdの短縮形で、インドにはYama（閻魔）として伝えられた。インドでは、Yama
は神となった不死の人間、あるいは死を最初に経験して死の神となった者とされる

［Huart & Massé EI2: Djamsh̲̲īd］。Plattsによると、ヒンディー語でǧam-dharは“death-
bearer”の意とされるが［Platts: 387b, 388b］、Pantによると、正しくはǧamadharであ
り、その語源はǦamないしYamaの sharp edge あるいは歯を意味するという［Pant 
1980: 163］。また、［Alexander, Pyhrr & Kwiatkowski 2015: 217-218］も参照。（W）

12	　両刃で刀身の湾曲した短剣の一種［Pant 1989: 231］。短剣として史料に頻出する
ḫanǧarとの違いは、Haiderに従えば、柄にナックル・ガードが付いていることであ
る［Haider 1991: 202］。Beveridgeが指摘しているとおり、Akbar Nāmahの諸写本のう
ち、独自の異文を多く含む大英図書館所蔵の一写本 （Add. 27247） には「ヒンドの言葉
でkhapwahと呼ばれる短剣 （dašnah）」というくだりがある［AN ms.: f. 244v, l. 20; AN 

（Etr.）: III, 44-45, n. 5; Pant 1980: 180］。JNでは君主からの下賜品としてkhapwahが度々
言及されている ［JN （A）: 77 et passim; JN （T）: 92 et passim］。例外的にkhapwahが献上
された例は、即位第10年のノウルーズの祝宴に際して、Mahābat Ḫānが「10万ルピー」
に及ぶ価値があるkhapwahを献上した例である ［JN （A）: 139; JN （T）: 161］。 （M）

13	　kārdは、直刀の短刀で、鍔の無いもの。ムガル帝国時代の伝世品と文献上のkārdの
語が結びつく例としては、Ǧahāngīrに帰される1621年製作のkārdがある（The Freer 
Gallery of Art: F1955.27a-b）。1621年4月19日、Ǧahāngīr一行が行軍の途上Ǧālandhar
に滞在していたとき隕石が落下した。これを検分した同地の徴税官が進呈したその鉄
塊は160 tōlahにおよぶもので、この隕鉄を材料として太刀2振り、短剣1本、そして小
刀 kārd 1本が製作された。この伝世品のkārdに施された刻文はǦahāngīr Nāmahに引
用された詩文とおおよそ同内容である［JN （T）: 374-375; Atil, Chase & Jett 1985: 220-
225］。（M）

14	　騎兵が用いる槍で、穂は鋼鉄、柄は竹ないしヤシ材が用いられた［Irvine 1903: 82］。
nīzahの図像資料と文献資料が符合する例としては、1572年12月、Akbarが指揮した
Guǧarāt地方への遠征のなか、SarnālでAkbarの部隊に急襲をかけた敵兵を、騎乗する
Rāǧah Bhagwant Dāsがnīzahで撃破した記事［AN: iii, 15］に対応する、Akbar Nāmah
写本（Akbar時代に制作）の挿絵（Chester Beatty Library, ms. In03, f. 163r）がある。 

（M）
15	　Egertonは18世紀半ばマイソールに伝わる武具の中に、全部品が鋼鉄でできた
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る。BHDAYN16およびその他の弓が86張ある。24張が月単位で（bi-māh）戻さ

れる。毎月二揃い【が使われる】。30張は週単位で【戻され】、毎週一揃い【が

使われる】。32張は太陽暦の月の日付単位で【戻される】17。以上と同様に、それ

ぞれ【の武具】に対して等級が決められている。

御騎行や一般謁見の際には、アミールの子息たち、その他のマンサブダール

たち、アハディーたちが武具を手や肩に帯びる。矢筒、弓、太刀、盾の4種そ

れぞれを4人ずつ持つのである。槍、バルチャ槍、タバル斧（tabar）、ザーグ

ヌール斧（zāġnūl18）、槌矛（piyāzī）、ガプティー（gaptī19）、弾弓（kamān-i 

“Birch’há”を挙げており、これを踏まえた Irvineはnīzahに比して重量のあるbarčahは
歩兵が用いたものと推測している［Egerton 1896: 123; Irvine 1903: 83］。（M）

	 　ヒンディー語で、barčhāあるいはbaračhāは槍ないし投槍を意味する［Platts 1884: 
146a; 古賀・高橋 2006: 929a］。Farhang-i Ǧahāngīrī およびFarhang-i Rašīdīではbarčaḫ
と綴られ、しばしばヒンドゥースターンの人々が持っている小さな槍で、barčahとも
言う、と伝える［FJ: I, 847; FR: I, 130］。後述するLanglèsの図では、17. Bertchéh ある
いは Bertchehâ 投げ槍としてあらわれる（注27参照）。（W）

16	　A写本ではBHDA’Yとあり、B写本、C写本は底本と同じ綴りである［AA Ms. A: 51v; 
AA Ms. B: 55v; AA Ms. C: 45r］。mašhadīと並列されていることから地名である可能性
が考えられるが、現時点では同定できない。Blochmannはこれを “Bhadáyan” と読んで
いるが、根拠は不明である［AA （Etr.）: I, 116］。（W）

17	　Blochmannは、弓に関するこの一連の文を “The text has an unintelligible sentence.”
として、訳を完成させていない［AA （Etr.）: I, 129］。（W）

18	　tabarは “hatchet, axe, or mattock”、zāġnūlは “A mattock, a battle-axe”で、いずれも
戦斧を意味する［Steingass 1892: 279b, 606b］。zāġnūl については、Burhān-i Qāṭi‘ にお
いて、地面を掘ったり戦闘に用いたりする「鉄製で、曲がった先端と柄がついた道具」
と説明される［BQ: II, 998b］。またFarhang-i Rašīdīでは、「カラス（zāġ）の嘴（nūl）の
ように細く先端の尖った」tabar（本文は tīrと綴るが tabarの誤植だろう）である、と
される［FR: I, 359］。Haiderによると、タバルが三日月型の刃を持つものを含め、様々
な形状と大きさの戦斧を含むのに対し、ザーグヌールは槍のような先端の尖った刃を
備えた戦斧であり、さらにこれらの二つの形の刃を1本の柄に備えたものがタバル・
ザーグヌールと呼ばれたという［Haider 1991: 234-235］。後述するLanglèsの図では、13. 
Tébér Zâghnaoul つるはし、14. Tébér 斧としてあらわれ、両者はかなり異なる姿で描
かれている（注27参照）。また、本書の後出の表からは、実際に当時これら3つの名称
がそれぞれ別のものを指していたことが分かる。ここではひとまずBlochmannに従い、
タバルとザーグヌールの2種類とみなして訳す［AA （Etr）: I, 116］。なお、Gladwinは 
“a tubber-zaghnowl” とまとめて訳している［AA （Etr.） Gladwin: I, 118］。（W）

19	　底本の綴りは、後述の表にあるgaptī-‘aṣā およびgaptī-kārdの前半と一致しており、
ここでの読みは同表の発音にしたがう。この発音とは母音が異なるが、ウルドゥー語・
ヒンディー語ではguptīでhidden sword、「仕込み杖」あるいは「仕込み杖などの仕掛
け」を指す。なお、guptī には、protecting, concealing, concealmentといった意味もあ
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gurūhah）、白檀の棍棒（kutak-i ṣandalī）を然るべき規則により帯びる。数列20

のラクダとラバも＜ I, 119＞様々な武器を装備する。巡行の際には車輌やブフ

ティー種のラクダ（buḫtī21）およびその他をいくたりか伴って行く。幸福なる

謁見場においてはアミールたちやその他の人々が武具（qūr22）に相対して立ち、

服務に備えている。御騎行に際しては、御進行に続いて武具が進むが、【先払

いをする】数名の側近たちは別である。装備を着けた象たち、ラクダたち、荷

車、およびティンパニ、旗幟、カウカバ、その他の王朝の権威23が武具ととも

る［Platts 1884: 895b; 古賀・高橋 2006: 350b］。［Irvine 1903: 77; Pant 1980: 44-46; Haider 
1991: 212］も参照。（W）

20	　「列」qiṭārはこの場合、同じ種類の動物5頭からなるグループを意味する。帝国軍団
においてはラクダとラバがqiṭārを単位として編成されていた［AA: I, 147; 152］。（M）

21	　大型、長毛のフタコブラクダ。ホラーサーン地方の種類で、buḫtīという名称は新バ
ビロニア王国のネブカドネザル王（アラビア語でBuḫt Naṣar）がアラブの雌ラクダと
アジャムの雄ラクダを交配させてこの種を作ったとの説に由来する［Dihḫdā: buḫtī］。
繁殖能力はなく、主に駄獣として使われた［Pellat EI2: Ibil］。（W）。

	 　Kašmīrのチャク朝君主 Sulṭān Zayn al-‘Ābidīn（位1420-1470）の時代に、ティムール
朝君主Abū Sa‘īd（位1451-1469）の治める「Ḫurāsānからアラブ馬とブフティー種のラ
クダ（šutur-ān-i buḫtī）」が贈られたとの所伝がある［TA: III, 440］。（M）

22	　ムガル帝国時代の史料においてqūrはふつう武具全般を指す ［AA （Jtr.） （3）: 134, 
n. 58］。この語が君主の騎行や一般謁見の際の宮廷で使われていたことについては、
Bernierも注目している。ただし、彼はqūrを王の権威を示す金属製の馬印のようなも
のを指すと解していたようで、「彼らの前を、華々しくクルと呼ばれるものが通ります。
美しく細工の良い銀の太い棒の先につけられた、多くの銀の彫像のことです」と述べ
る［Bernier: 262; Bernier （Jtr.）: 224］。また、Aurangzībの行進の際にこれが見られた
ことについて、以下のようにも伝えている。「これら様々な行進には、常に大人数のオ
ムラーやラージャがお供します。彼らはただちに、雑然とした塊となって馬で従いま
す。（中略）オムラーの周りや彼らの間には、常に立派な馬に乗った多くの騎兵がいま
す。一種の銀の棍棒または槌矛を持っているために、グルズ・バルダールと呼ばれてい
ます。王御自身の前を行く左右両翼の側にも、徒歩の召使達の多くと一緒に彼らは常
に大勢います。これらのグルズ・バルダールは、選ばれた人々で、顔つきも体つきも
良く、勅令を伝達する役目に当てられており、全員大きな棒を手にしており、人々を
うんと遠くに遠ざけ、王の御前を誰も歩かないようにします。ラージャに続いて、ク
ル（cours）が多数のティンパニーやトランペットの奏者に混じって進みます。すでに
他の所で述べましたが、クルというのは銀の彫像にほかなりません。奇妙な動物や、手
や、秤や、魚や、その他得体の知れぬものを表しており、大きな銀の棒のようなもの
の先につけて運びます。最後に多くのマンサブダールつまり下級オムラーが立派な馬
に乗り、剣と矢と箙で立派に武装して、今言った全ての後から従います。この一団は
オムラーのよりもずっと大人数です」［Bernier: 384-385; Bernier （Jtr.）: 337］。（W）

23	　ティンパニ以下のものについては、本書既出の「王権の権威の規則」で言及されて
いる ［AA: I, 45-46; AA （Jtr.） （3）: 133-137］。（W）
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にある。忠勤のヤサウル24たちが務めを果たし、ミール・バフシ25たちもそれを

助ける。狩場では数名の俊足の（tīz tak26）歩兵たちが【同行し】、一部の者たち

が装備をもって行く。

調査を簡便にするために【武具の館の】現状の一部を表にして示し、一部【の

武具】は図で明らかにしよう27。

24	　ヤサウルについては［AA （Jtr.） （4）: 41-42, n. 21］参照。（W）
25	　ミール・バフシ（軍務長官）については［真下2012］。（M）
26	　底本は tīz tagだが、三写本の表記に従い改めた［AA Ms. A: 51v; AA Ms. B: 55v; AA 

Ms. C: 45r］。（W）
27	　底本にはないが、参照した三写本ではいずれも表に続いて武具を描いた図が見られ

る［AA Ms. A: 53r-v; AA Ms. B: 57r-v; AA Ms. C: 46v-47r］。図に描き込まれた武具の数や
大まかな形状は三写本のいずれも同様である。このことはこれらの写本が、何か同一の
原型を継承していることを示しているはずである。それゆえ、英語訳やデリー石版本に
収録されている異なる内容の武具の図に比しても、三写本の図は本源性が高いものと考
えられる。ただし図に描かれた武具にはキャプションがなく、本書で記述される武具の
いずれにあたるのか、定かではない。描かれた武具は35点であるが、本書の表で示さ
れた武具の数とあわないので、図と表との関係もはっきりとはしない。なおフランスの
東洋学者L. Langlès が、1821年に出版したインド誌のなかで、同じ構図の武具の図をそ
の著作に採録したうえで、個々の名称（場合により解説も）を記入している［Langlès 
1821: plates between pages 226 and 227］。比定の根拠は示されていないうえ、記入さ
れた武具の名称は本書に言及されていないものもあるため、その案を全面的に受け入れ
ることはできない。しかし後のEgertonがこれに依拠した図版をその著作に載せ、その
後の IrvineやPantらの研究者がEgertonに拠っていることを考慮すると、Langlèsの図
の重要性は無視できない（但し例えば以下34. 「Sary 弩弓の一種」と記入された武具を、
Egertonは本文の表に言及されるqašqah（馬の頭部の防具）にあてるなど、両者の差異
はある［Egerton 1896: 23, pl. 1］）。そこで参考材料としてLanglèsの記入を以下に採録
し、訳者が図1, 2の個々の武具に付した番号とともに示した。名称の翻字は Langlès の
行ったとおりとし、解説は日本語に訳した。Langlèsの図版のタイトルは以下：インド
の攻撃用・防御用の武具。『アクバルの諸制度』の原写本の色付き素描の模写」。

	 1. Bânèh 剣；2. Djemdhar 短剣；3. Djemdhar Dou-liçânèh 二叉の短剣；4. Djemdhar 
Seh-liçânèh 三叉の短剣；5. Khapouah 別の種類の短剣；6. Djembouah 別の短剣；
7. Katâréh あるいは Katary 鋭利な短剣；8. Bânk 別の短剣；9. Nersing Mouttah ネ
ルスィングの柄；10. Djéguer Beçoulah （肝臓の斧）槌矛；11. Guyty Kâred 世界の短
刀；12. Tehàcou 折りたためる短刀；13. Tébér Zâghnaoul つるはし；14. Tébér 斧；15. 
Terngàléh 別の斧；16. （翻字無し）殻竿；17. Bertchéh あるいは Bertchehâ 投げ槍；18. 
Tchehoutah 両端が穂になっている投げ槍；19. （翻字無し）槍；20. （翻字無し）刀；21. 
Kémân 弓；22. Makttah 別の弓；23. Dhedhy 矢筒；24. Déhâl 盾；25. Siper 別の種類の
盾；26. P’héry 別の盾；27. Bhelhetah 鍔に覆いがある剣；28. Adhânéh（解説無し）；29. 
Khok’houah（解説無し）；30. Kantah-Soubhâ 首当て；31. Anguer-Ker 上着、ローブ；32. 
別の Anguer-Keh；33. Behndjou 喉当てを備えた鎧；34. Sary 弩弓の一種；35. Gardany 
馬衣。なお英語訳に収録された武具の図と名称・解説との対応は ［AA （Etr.）: I, xxiii-
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xxiv］ にある。例えば短剣の一種であるBāngについても、Langlèsの図（8）と英語訳
の図（pl. XII）の（8）が呈する形状はまるで異なっており、これらの図像資料の取扱

図1　�©The British Library Board. ［AA Ms. A: 53r］（図中のアラビア数字は、注27に
示したLanglès所収の図・解説との対応を示すために、訳者が追記したものである）

1234

7 6 5

11 10 9 8

1213
1415

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（10） ﻿

― 63 ―



いの難しさをうかがわせる。（M）

図2　©The British Library Board. ［AA Ms. A: 53v］（同）
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<I, 119-124>
名前 28 読み 価格

太刀（šamšīr） 1/2ルピーから15ム
フル

カーンダー
（khānḋah29）

カーフと隠れたハーのファトゥハ、アリフ、
隠れたヌーン、ヒンド語のダールのファトゥ
ハ、書かれただけのハー

1から10ルピー

ガプティー杖
（gaptī ‘aṣā）
（太刀のことを言う）

ペルシア語のカーフのファトゥハ、ペルシア
語のバーのスクーン、上双点付きターのカス
ラ、下双点付きヤーのスクーン

2から20ルピー

ジャムダル
（ǧam-dhar）

ジームのファトゥハ、ミームのスクーン、ダー
ルと隠れたハーのファトゥハ、ラーのスクーン

1/4ルピーから2 1/2
ムフル

短剣（ḫanǧar） 1/2から5ルピー
カプワー

（khapwah）
カーフと隠れたハーのファトゥハ、ペルシア
語のバーのスクーン、ワーウのファトゥハ、
書かれただけのハー

1/2ルピーから1 1/2
ムフル

ジャムカーク
（ǧam-khāk30）

ジームのファトゥハ、ミームのスクーン、カー
フと隠れたハー、アリフ、カーフのスクーン

1/2ルピーから1 1/2
ムフル

バーンク（bānk31） バー、アリフ、隠れたヌーン、カーフのスクーン 1/2 ルピーから1ム
フル

28	　この見出し項目の行は底本にはないが、三写本に従い補った［AA Ms. A: 52r; AA Ms. 
B: 56r; AA Ms. C: 45v］。（W）

29	　ヒンディー語で khāṅḋāは、“A straight double-edged sword”、両刃の剣を意味する
［Platts 1884: 868b; 古賀・高橋 2006: 294a］。（W）

	 　Pantによれば、刀身が直刀で先端が丸く、先端にかけて幅がやや広がる長刀であり、
先端部のみ両刃という［Pant 1980: 48-51］。Ǧahāngīrはヒマラヤ南麓のKumāūn地方の
領主が服属した際に貢納した同地の特産品の中に「彼らの言葉でkhāndahとよばれて
いる太刀 （šamšīr） と、彼らの言葉で katārahとよばれている短剣 （ḫanǧar）」に言及し
ている［JN （A）: 106-107; JN （T）: 124］（JN （T）は校訂の誤りによって当該箇所を欠
くが、底本となった手写本によりJN （A）と同文を補える）。（M）

30	　不詳。Irvineはこの語を、「戦斧」を意味するčamḫāḫ、あるいは「ナイフ」を意味す
るčāqčāqの誤記である可能性を示唆するが、この箇所は短剣を列挙している文脈の中
にあるので従いがたい［Irvine 1903: 87］。（M）

	 　注11に既述のǧamとヒンディー語のkhāg（犀の角や猪の牙を指す）［Platts 1884: 
868a］から「Yamの角」の意で剣あるいは短剣の一種の呼称か。（W）

31	　「曲がっていること、湾曲」を意味するヒンディー語。湾曲した刃を持つ短剣の一種
［Platts 1884: 127b］。Langlèsの図中の武具（8）と英語訳の図中の武具（8）が呈する形
状はかなり異なる一方、Egertonはbānkには言及しない。さらにPantによれば、鎌状
に湾曲した刀身を備えた短刀であるという［Pant 1980: 150-151］。かくのごとく、この
武具の詳細については十分な判断ができない。（M）
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ジャンブワー
（ǧanbwah32）

ジームのファトゥハ、隠れたヌーン、バーの
スクーン、ワーウのファトゥハ、書かれただ
けのハー

1/2 ルピーから1ム
フル

カターラー
（kaṫārah33）

カーフのファトゥハ、ヒンド語の上双点付き
ター、アリフ、ラーのファトゥハ、書かれた
だけのハー

1/2 ルピーから1ム
フル

ナルスィングムート
（narsing mūṫh34）

ヌーンのファトゥハ、ラーのスクーン、
スィーンのカスラ、隠れたヌーン、ペルシア
語のカーフのスクーン 35、ミームのダンマ、
ワーウのスクーン、ヒンド語の上双点付き
ターと隠れたハー【のスクーン】

1/2から2ルピー 36

32	　不詳。Irvineが紹介するとおり、Hobson-Jobsonはこの語をǧanbiyyahと読み替えた
上で、この語がアラビア語の janbに由来するもので、腰に帯びる短剣の一種だとする

［Irvine 1903: 87; Yule & Burnell 1903: 468b］。その読み替えは、Egertonが“Jambiya”と
いう名称の、刀身がカーブした短剣の実例を複数挙げていることによる［Egerton 1896: 
82, 116, 124, 155-156, 165］。しかし本書が発音を解説していることから、この語は何ら
かのインド語由来であると考えられるので、この考証には従えない。（M）

33	　ヒンディー語でkhaṫār。幅広でまっすぐな刃を持つ大型の短剣。柄が二又になって
おり、その間に渡された横木を握って扱う［Platts 1884: 813b; 古賀・高橋 2006: 184a］。
この形状は既出のǧam-dharを指したものと思われるが（注11）、Pantによるとkaṫārah
とǧam-dharとを同一と見なす学説は誤りであるという［Pant 1980: 174］。Langlèsの図
解でも、DjemdharとKatâréhはまったく異なる外見となっている［Langlès 1821: plates 
between pages 226 and 227］。Farhang-i Ǧahāngīrīでは、katārahまたはkatālahとして
見られ、ヒンドの人々固有の「短剣（ḫanǧar）の一種」とされる［FJ: I, 696］。また注
29も参照。Nāṣir-i Ḫusrawが伝える、Makkah巡礼に来るイエメンの人々が「インド人
のように」腰に差している「カティーフ製／風の短剣（katārah）」と、このkatārahの
語がqatālahに由来するとの説については［SN （Jtr.）: 31］を見よ。（W）

	 　Bābur Nāmah にはkatārahの語形であらわれ、「広刃の短剣」ないし‘poinard’と訳さ
れている［BN: 477; BN（Jtr.）: 475; BN（Etr.）: 528］。（M）

34	　短剣の一種。Langlèsは図1の（9）の武具にこれを当て、Egertonも Irvineも従うが、
その根拠は定かでない［本訳注62-63頁; Egerton 1896: pl. 1, no. 30; Irvine 1903: 87］。
ヒンディー語でnarsiṅghはヴィシュヌ神の第4化身である人獅子、mūṫhは拳を意味す
る［Platts 1884: 1132a; 古賀・高橋 2006: 1098a］。なお、Haidarはこの語をnar-singh-
mothとして “death of the male tiger”の意と解するが［Haider 1991: 213］、siṅghはヒ
ンディー語で獅子を指し、死を意味するmawtはアラビア語であってmūṫhにはなり得
ず、従えない。（W）

35	　底本の sukūn-i kāf をA写本およびC写本に従い sukūn-i kāf-i fārsīと改めた［AA Ms. 
A: 52r; AA Ms. C: 45v］。（W）

36	　底本ではnīm rūpayah tā dū muhrだが、最後のmuhrを記さない三写本の記述に従
い、読みを改めた［AA Ms. A: 52r; AA Ms. B: 56r; AA Ms. C: 45v］。（W）
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弓（kamān37） 1/4 ルピーから3ム
フル

タフシュ・カマーン
（taḫš kamān38）

1から4ルピー

ナーワク（nāwak39） 1/2 ルピーから1ム
フル

37	　kamānが矢を放つ弓だけでなく、砲弾等を発射する何らかの装置をも意味したこと
については以下の注38を見よ。（W）

38	　taḫšは、Steingassによると “A cross-bow, an arrow, a rocket”とされ［Steingass : 
288a］、Dihḫudāでは、矢の一種、ないしロケット砲の弾を指し、さらに一部では弓の
一種を意味するという［Dihḫudā: taḫš］。Farhang-i Rašīdīによると、taḫšは「tīrを据
えてそこから放つ弓の一種」であるとされる［FR: I, 200］。Bābur Nāmahには taḫš oqı
であらわれ、「弩弓の矢」と訳されている［BN: 46; BN （Jtr.）: 61］。Haiderは taḫš を 
“A crossbow”と解しており、Zafar Nāmahの15世紀の写本に見られるもの（Baltimore: 
Walters Art Gallery on indefinite loan from John Work Garrett Library of Johns 
Hopkins University, Baltimore, Call number 350P/ 1467/ BaWG-a/ 449b）を指すと述
べる［Haider 1991: 186］。一方、Irvineは taḫš kamānを英語訳所収の図（pl. XII）の

（12）、つまり a small bow であると述べる ［Irvine 1903: 95］。Pantも small slur bow
とする［Pant 1989: 35］。なお、Langlèsの図においては、2張描かれた弓のうちkamān
ではない方の弓（22）に対して「Makttah 別の弓」との解説が付され、Egertonもお
そらくこれに倣ってmaktahとする［Langlès 1821: plates between pages 226 and 227; 
Egerton 1896: 23, pl. 1］。ただし、makttahないしmaktahにあたる語は本書の表には見
られない（注27参照）。 （W）

	 　1398-99年、ティムールの遠征軍に対峙したトゥグルク朝軍について、最も本源的な
史料であるĠiyāṯ al-Dīn ‘Alīの従軍記は、この敵軍が120頭からなる戦象部隊を備えて
おり、「象たちの戦列の脇には、ṭaḫš wa ra‘d andāz-ānが立っていた」と伝える［RGH: 
115］。同書の異文は ra‘d-andāz-ān wa ṭaḫš^-afkan-ānとし［RGH: 114］、Šāmīも同文を
呈する一方 ［ZNSh: I, 190］、Yazdīは ṭaḫš-dār-ān wa ra‘d-andāz-ān ［ZNY: 320b］とパラ
フレーズしている。いずれにせよ ṭaḫš も ra‘d も何らかの飛翔体兵器であったことは確
実であり、これを発射する何らかの装置を歩兵が携行していたこともうかがえるが、そ
れらが火薬の燃焼を推進力としていたことの確証はない。KhanはYazdī のみを引いて
ra‘dを light cannons or some kind of narnalsと推断するが、その根拠は示さない［Khan 
2004: 55, n. 25］。一方Khanは、火薬の燃焼によって ra‘dを発射する真鍮ないし青銅製
の火器kamān-i ra‘dが15世紀後半にティムール朝支配地域からインドに導入されたと
しているが、14世紀末にトゥグルク朝軍に配備されていた ra‘dそのものを携行火器と
解することとの整合性は説明していない［Khan 2004: 42-44］。要するに、本表における
taḫš kamānが何らかの火器であるか、従来型の弓であるか、定かではない。したがっ
てこのkamānが従来型の弓であるか、火薬を推進力に利用した発射装置であるかも定
かでない。それゆえ、本訳注ではkamānを「弓」ないし「カマーン」と訳し分けた。

（M）
39	　小型の矢［Steingass 1892: 1382a-b］。Farhang-i Rašīdīによると、「より遠くに達する

ように、細い船のような形の鉄製または木製の鞘状のもの（ġilāf）を通させて、弓で
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矢（tīr） 1束につき 1/2 から
30ルピー

矢筒（tarkaš） 1/4 ルピーから2ム
フル

ダディー（ḋaḋī40） ヒンド語のダールのファトゥハ、ヒンド語の
ダールのカスラ、下双点付きヤーのスクーン

1/4から5ルピー

矢抜き（tīr-bardār41） 1から2 1/2ダーム

矢じり抜き
（paykān-kaš）

1/4から3ルピー

槍（nīzah） 1 3/4 ルピーから6
ムフル

バルチャ槍（barčha） バーのファトゥハ、ラーのスクーン、ペルシ
ア語のジームと隠れたハーのファトゥハ

3/4 ルピーから2ム
フル

サーング（sāng42） スィーン、アリフ、隠れたヌーン、ペルシア
語のカーフのスクーン

1/4から1 1/2ルピー

放つ小さな矢」であり、そのためにnāwak（小舟）と呼ばれる、という［FR: II, 256］。
この舟形のものは葦、木、あるいは金属で作られ、長さ7～12インチの（通常より短
い）投げ矢を普通の弓で撃つためのガイドとして使われる［Haider 1991: 186］。Bābur 
Nāmah ではSamarqandの籠城戦の際にBābur自身がこれを射たと記されており、日本
語訳では「小箭」と訳されている［BN: 135-136; BN （Jtr.） 146-147］。（W）

40	　不詳。（W）�
41	　Blochmannは、この語について、その綴りが正しければ次のpaykān-kašと同じも

のを指すとして、いずれもarrow drawersと訳す一方で、tīr-bardārについては、tīr-i 
pardārすなわち矢羽根の付いた矢を意味するかもしれない、と述べる［AA （Etr.）: I, 
117, n. 1］。 Irvineは、おそらくBlochmannに倣って、tīr-bardārはpaykān-kašと同様
に矢を抜くための別の道具を指すとし、後者が英語訳の図に見えるno.「146」（明らか
に誤植で、14bのことだろう）であると述べるが、その根拠は示されていない［Irvine 
1903: 101］。tīrが「矢」を指すのに対して、paykānは「矢じり」を意味することから

［Dihḫudā: tīr; ibid.:paykān］、ここではpaykān-kašを「矢じり抜き」と解し、tīr-bardār
についてはひとまず「矢抜き」と訳した。（W）

42	　ヒンディー語で槍、投げ槍、あるいは投げ矢や家畜を追うための突き棒を意味する
［Platts 1884: 629b; 古賀・高橋 2006: 1333b］。［Haider 1991: 243］によると、バルチャ槍
より短く、騎兵が用いるもので、三角錐あるいは四角錐の槍頭を持つとされる。［Irvine 
1903: 83-84］にも同様の記述が見られる。（W）

	 　Langlès、Egertonの図にはこれに当たる武具は明示されていないが、英語訳では、他
の槍よりも短く大型の穂を備えた槍（18）の図像がこれに当てられている［AA （Etr.）: 
I, xxiii, pl. XII］。（M）
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サインティー
（saynthī43）

スィーンのファトゥハ、下双点付きヤーのス
クーン、隠れたヌーン、上双点付きターと隠
れたハーのスクーン、下双点付きヤーのス
クーン

1/4から1ルピー

セーララー
（sēlarah44）

スィーンのエー発音カスラ、下双点付きヤー
のスクーン、ラームとラーのファトゥハ、書
かれただけのハー

10ダームから3/4ル
ピー

棍棒（gurz） 1/4から5ルピー
六角棍棒（šaš-par） 1/2 ルピーから3ム

フル
キースティン棍棒

（kīstin45）
1から3ルピー

タバル斧（tabar） 1/4 ルピーから2ム
フル

槌矛（piyāzī） 1/2から5ルピー
ザーグヌール斧

（zāġnūl46）
1/2 ルピーから1ム
フル

43	　底本ではSNTHYだが、三写本の綴りと底本・三写本の「読み」に従い改めた［AA 
Ms. A: 52r; AA Ms. B: 56r; AA Ms. C: 45v］。ヒンディー語では、saiṅtīで鉄の槍あるいは
投槍を意味する［Platts 1884: 713b］。（W）

44	　不詳。英語訳の図では（24）として saynthīと同じく、短い槍の図像がこれに当てら
れている［AA （Etr.）: I, xxiii, pl. XII］。Irvineはこれを槍の一種とみており、ヒンディー
語で槍を意味する単語 selに付会している［Irvine 1903: 84］。（M）

45	　A写本ではKBYTN、B写本では底本と同じKYSTN、C写本ではKHSTNと綴る。
Blochmannによると他にKHYSTN, KPTN, GPTYN, KNYN, K‘BTNと綴る写本もあるとの
ことで、Blochmannは “Kestan （?）”として訳しておらず［AA （Etr.）: I, 121, n. 1］、難
読語であったことが推測される。（W）

	 　kīstinあるいはkīstan ［BN （Etr.）: 160, n. 4; BN （Thackston）: I, 209］。鎖あるいは紐
で木製の取っ手に結びつけられた鉄製の球あるいは棒であり、kīskīnとも綴る［Zenker 
1866: 785a］。Sanglāḫはkīskīnを、棍棒 （gurz） であり、その先端が鎖あるいは革紐で
取っ手に取り付けられたもの、ペルシア語ではpiyāzī という、と説明している ［SL: 
239a］。そうなると本書に後出する piyāzī との違いは分からなくなる。なおBābur 
Nāmahには武具の名称が列挙される箇所でこの語が見える：šaš-par wa piyāzī wa 
kīstin wa tabar-zīn wa bāltū. この部分の日本語訳は以下：「6つの出っぱり付きの矛や
普通の矛、また棍棒や戦斧や斧」。英語訳は以下：the shash-par （six-flanged mace）, the 
piyāzī （rugged mace）, the kīstin, the tabar-zīn （saddle-hatchet） and the bāltū （battle-
axe） ［BN （Etr.）: 160］。 （M）

46	　英語訳の図では、斧刃の先端が尖った形状の武具 （24） にこの語が当てられている
［AA （Etr.）: I, xxxiii, pl. XII］。同じ形状の武具は上記図1で13に見えるが、Langlèsは
これに後出する tabar-zāġnūlの語を当てており、見解を異にする（注27参照）。（M）
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チャカル・バソーラー
（čakar-basōlah47）

ペルシア語のジームとカーフのファトゥハ、
ラーのスクーン、バーのファトゥハ、スィー
ンのオー発音ダンマ、ワーウのスクーン 48、
ラームのファトゥハ、書かれただけのハー

1から6ルピー

タバル・ザーグヌール
（tabar-zāġnūl49）

1から4ルピー

タランガーラー
（tarangālah）

上双点付きターとラーのファトゥハ、隠れた
ヌーン、ペルシア語のカーフ、アリフ、ラー
ムのファトゥハ、書かれただけのハー

1/4から2ルピー

小刀（kārd） 2ダームから1ムフル
ガプティーに仕込ん
だ小刀（gaptī-kārd）

ペルシア語のカーフのファトゥハ、ペルシア
語のバーのスクーン、上双点付きターのカス
ラ、下双点付きヤーのスクーン

3ルピーから1 1/2
ムフル

鞭に仕込んだ小刀
（qamčī kārd50）

1から3 1/2ルピー

チャークー（čāqū51） 2ダームから 1/4 ル
ピー

弾丸のカマーン
（kamān-i gurūhah52）

2ダームから1ルピー

47	　ヒンディー語čakraに「鋭利な刃を持つ飛び道具（円盤形の古代の武器）」の意があ
る［古賀・高橋 2006: 387b］。basūlāはヒンディー語で「大工が使う斧の一種、あるい
は手斧」を意味する［Platts 1884: 156b; 古賀・高橋 2006: 936a］。（W）

	 　英語訳の図では（25）の武具がこれに当てられており、円形の武具と柄の付いた何
らかの刃物の二つからなる図像を呈している。その用途は不明であるが、英語訳は両
者を別個の武具とみている［AA （Etr.）: I, xxiii, pl. XII］。（M）

48	　三写本の「読み」の項目には sukūn-i wāwがないが［AA Ms. A: 52r; AA Ms. B: 56r; 
AA Ms. C: 45v］、「名前」の項目の綴りにはwが入っているため、ここでは底本の「読
み」に従う。（W）

49	　戦斧の一種であるが、実態は定かでない。写本の図（図1）には幅広の刃先を有する
斧 （tabar） と先端が尖った斧刃を有する斧 （zāġnūl） の特徴を併せ持つものが描かれ
ており（14）、英語訳の図もその形状の武具 （26） にこれを当てる［AA （Etr.）: I, xxiii, 
pl, XII］。ただしLanglèsはこの形状の武具を tabar としており、見解を異にする（注27
参照）。（M）

50	　qamčī kārdは鞭の柄に仕込んだ小刀［Haider 1991: 212］。qamčīは鞭のこと［Doerfer 
1963-1975: III, 509-510］。qamčīについては、Bābur Nāmah では qamčī dastahsıとして
見られ、「むちの柄」と訳されている［BN: 9; BN （Jtr.）: 18］。（W）

51	　Blochmannは “A clasp knife” と補う［AA （Etr.）: I, 117］。Doerferによればモンゴル
語に由来するか［Doerfer 1963-1975: I, 303-304］。Irvineは英語訳の図に見える（31）と
みなす［Irvine 1903: 89］。（W）

52	　A写本、C写本ではgurūhah kamān ［AA Ms. A: 52r; AA Ms. C: 45v］。Burhān-i Qāṭi‘ で
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カムタ（kamṫha53） カーフのファトゥハ、ミームのスクーン、ヒ
ンド語の上双点付きターと隠れたハーの
ファトゥハ

5ダームから3ルピー

トゥファキ・ダハーン
（tufak-i dahān54）

10ダームから2ル
ピー

背中掻き
（pušt ḫār55）

2ダームから 1/2 ル
ピー

シャスト・アーヴィーズ
（šaṣt-āwīz56）

2ダームから1ルピー

ギリフ・クシャー
（girih kušā57）

1ダームから 1/4 ル
ピー

ハーリマーヒー
（ḫār-i māhī58）

1から5ルピー

は、kamān-i qurūhah、あるいはkamān-i gulūlahに同じとされ、「弾丸（gulūlah）や土
の球（muhrah-i gil）を打つ弓」であり、アラブ人はこれをqaws al-banādiq、qaws al-
ǧulāhiqと呼ぶ、という［BQ: III, 1692b］。アラビア語でqaws al-bunduqとして知られる
弓は、専ら鳥を撃つために使われていた弩の原型であり、預言者ムハンマドの時代には
既に知られていた。投射物にはǧulāhiqないしbunduq（複数形banādiq）と呼ばれる固め
られた泥でできた球が使われた。ただし、こうした弾丸や球体を撃つ際には手引きの弓
も弩も利用されることがあった［Boudot-Lamotte EI2: Ḳaws］。Bābur Nāmahにはkamān-i 
gurūhah の形で見られ、「石弓」と訳されている［BN: 258; BN （Jtr.）: 260］。（W）

53	　ヒンディー語で、A bow （especially one made of bamboo） ［Platts 1884: 848a］、「弓；
長い杖、護身用の長く高い竹竿」［古賀・高橋 2006: 196a］を意味する。（W）

54	　Blochmannは “A blow-pipe”と訳している［AA （Etr.）: I, 118, n. 1］。一種の吹き矢
の矢筒だが、とくにclay ballsを発射するためのものを指す［Steingass 1892: 314a］。
Farhang-i Ǧahāngīrīでは tufakとして見られ、以下のように説明される。「槍（nīzah）の
長さの中空の棒であり、泥で作られた弾丸（gulūlah）をその中に置き、ぷっと吹くと
息の力でその弾丸が飛び出す。雀のような小さな生き物をそれで撃つ。bundūqのこと
を同様に tufakと呼ぶ」［FJ: II, 1467］。Farhang-i Rašīdīでもほぼ同様の説明が見られる

［FR: I, 210］。（W）
55	　「背中を掻くもの」の意で「馬ぐし」をも意味するペルシア語であるが、英語訳の図

は手の形をした鎚矛を示しており（35）、Irvineもこれに従っている［AA （Etr.）: I, xxiv, 
pl. XIII; Irvine 1903: 80］。（M）

56	　弓射の際に用いる指ぬき。Irvineが指摘しているとおり、18世紀半ばのĀnand-rām 
Muḫliṣが著した語彙集Mirāt al-Iṣṭilāḥによると、「象や魚の歯で作った物で、これを弓
射の際の指ぬきにする」という［MI: 481］。（M）

57	　字義は「結び目解き」。Haiderによると、長い槍の一種で、槍頭には下向きの三日月
型の刃の上に出っ張った尖頭が付いている［Haider 1991: 244］。英語訳の図では（36）
で、Haiderの説明する形状のものが示されている［AA （Etr.）: I, xxiv, pl. XIII］。（W）

58	　字義は「魚の鉤爪」だが、Haiderによると、大きく鋭い骨が両側に突き出した大型
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ゴーパン（gōphan59）
（投石器のこと）

ペルシア語のカーフのオー発音ダンマ、ワー
ウのスクーン、ペルシア語のバーと隠れた
ハーのファトゥハ、ヌーンのスクーン

1 1/2ダームから1/4
ルピー

ガジュバーグ
（gaǧbāg60）

ペルシア語のカーフのファトゥハ、ジームの
スクーン、バー、アリフ、ペルシア語のカー
フのスクーン

1から5ルピー

盾（sipar61） 1から50ルピー

ダール（ḋhāl62） ヒンド語のダールと隠れたハー 63のファトゥ
ハ、アリフ、ラームのスクーン

1/2 ルピーから4ム
フル

ケーラー（khērah64） カーフと隠れたハーのエー発音カスラ、下双
点付きヤーのスクーン、ラーのファトゥハ、
書かれただけのハー

1ルピーから4ムフ
ル

パリー（pharī65） ペルシア語のバーと隠れたハーのファトゥハ、
ラーのカスラ、下双点付きヤーのスクーン

1ルピーから1ムフ
ル

の魚の背骨、あるいは同様の形に鋼で作られた武器を指す［Haider 1991: 228］。英語訳
の図では（37）で、Haiderの説明する形状のものが示されている［AA （Etr.）: I, xxiv, 
pl. XIII］。（W）

59	　ヒンディー語では他に、gōphanā, gōphanī, gōphiyāとも言う［Platts 1884: 922a; 古
賀・高橋 2006: 362b］。その形状は定かでないが、英語訳の図では弓のような形をした
武具（38）がこれに当てられている［AA （Etr.）: I, xxiv, pl. XIII］。（W）

60	　ヒンディー語で象を意味するgaǧと、頭絡、手綱を意味するbāg から成る ［Platts 
1884: 897b, 123b; 古賀・高橋 2006: 321b, 943a］。（W）

	 　象を制御するために象使いが手に持って用いる道具。英語訳の図では尖った先端と
かぎ爪を柄に取り付けた武具（39）にこれが当てられている［AA （Etr.）: I, xxiv, pl. 
XIII］。Akbar時代の絵画資料には、これと同じ形状の道具を手に象に座乗するAkbarの
姿が散見される（例えばVictoria and Albert Museum所蔵のAkbar Nāmah写本の挿絵
のうち「ガンジス川を渡る Akbar」（IS.2:58-1896））。（M）

61	　siparおよび以下に続くḋhāl, khērah, pharīはいずれも盾の一種であると考えられる
が、具体的な形状や素材については確証がない。siparについて、Langlèsは図1の25
の武具を当てる一方、Egertonも英語訳も siparの図は示さない。なおAkbarに帰され
る盾として、Akbarの名とヒジュラ暦1002（1593/4）年の日付を備えた鋼鉄製円形の
盾 がChhatrapati Shivaji Maharaj Vastu Sangrahalaya（ 旧Prince of Wales Museum, 
Mumbai）に所蔵されている［Desai 2002: 197, 330-331］。（M）

62	　Langlèsは図1の（24）の武具をDéhâlとの翻字とともに当てる一方、Egertonは図を
示さず、英語訳の図では（41）が当てられている［AA （Etr.）: I, xxiv, pl. XIII］。（M）

63	　三写本の「読み」の項目にはḫafīがないが［AA Ms. A: 52v; AA Ms. B: 56v; AA Ms. C: 
46r］、ここでは底本に従う。（W）

64	　Irvineは綴りの似た他の語彙との関係を指摘している［Irvine 1903: 78］。この武具の
図は、Langlès, Egerton、英語訳のいずれも示していない。（M）

65	　英語訳がこれを籐製の盾であると説明する一方、Irvineは籐製あるいは竹製である
とする［AA （Etr.）: I, xxiv; Irvine 1903: 78］。これについての図は、Langlèsは図1の
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ウダーナー
（uḋānah66）

ハムザのダンマ、ヒンド語のダール、アリフ、
ヌーンのファトゥハ、書かれただけのハー

1/2から5ルピー

ドゥブルガー
（dubulġah67）

1/2ルピーから3 1/2
ムフル

コーギー（khōghī68） カーフと隠れたハーのオー発音ダンマ、ワー
ウのスクーン、ペルシア語のカーフと隠れた
ハーのカスラ、下双点付きヤーのスクーン

1から4ルピー

鎖付き兜
（zirih kulāh）

1から5ルピー

グーグワー
（ghūghuwah69）

ペルシア語のカーフと隠れたハーのダンマ、
ワーウのスクーン、ペルシア語のカーフと隠
れたハーのダンマ、ワーウのファトゥハ、書
かれただけのハー

1ルピーから2ムフ
ル

（26）、Egertonは（6）、英語訳は（42）である［AA: I, xxiv, pl. XIII］。（M）
	 　 ヒ ン デ ィ ー 語 でpharīは、A shield, buckler （esp. a small leather shield used in 
fencing）、また「木刀の技を競う際に防具として用いられる革製の盾」を意味する

［Platts 1884: 286a; 古賀・高橋 2006: 890a］。Haiderは13世紀にイランから伝わったカ
ルカン盾のことを指す名称であるとする。籐製で、表面に絹糸で同心円状のカラフル
な模様が編み込まれ、持ち手のついた小さな金属板が中央に付いていて、縁は金属や
革で補強されているという［Haider 1991: 219］。Victoria & Albert Museumに現存する
17世紀のpharīの一例とされる盾がある（Acc. No. 571-1884）。（W）

66	　従来の研究では説明されておらず、詳細は不明である。ただしLanglèsは図1の（28）
にあたる形状の武具にAdhânéhとの翻字を与え、同じ形状の武具をEgertonは自らの
図の5番に示し、Uḍánahとの翻字のみを与えている。（M）

67	　テュルク語で「冑、ヘルメット」を意味するdubūlġahであろう。この語には他に
dāvūlġā, dāvūlġān, dūlūġah といった綴りもある［Pavet de Courteille 1870: 317, 322］。
Bābur Nāmah にはdūbūlġah、dūvulġah、あるいはdūlġahの形で見られる［BN: 97, 160, 
161, 311, 370］。Doerferによれば、この語はモンゴル語に由来し、テュルク語を経由し
てペルシア語ではdūlġah で冑を意味する語として知られるようになったのだろうと
される［Doerfer 1963-1975: IV, 285］。（W）

	 　Pantもヘルメットの一種と見ている［Pant 1983: 55-56］。1573年9月、Guǧarāt遠征
の軍中で、いったん脱いで随臣に預けてあった御用のdubulġahをAkbarが召し出した
ところ、「dubulġahのpīš-bīn-ī」が外れていたのを、「前方が開ける吉兆」と戦勝を予見
したことがAkbar Nāmahに伝わる［AN: III, 53］。pīš-bīn-īはヘルメットであるdubulġah
に付属して「目の前」にあること、これがなくてもdubulġahが機能を果たすことを考
慮すると、眉庇を指すかと思われるが、Blochmannは「鼻当て nose-front」と解してい
る［AN （Etr.）: III, 76, n. 2］。（M）

68	　従来の研究では説明されておらず、詳細は不明である。（M）
69	　英語訳は、頭と胴に用いる一体の鎖帷子との解説を付し、図では顔面のみが露出す

る恰好とおぼしき武具（44）にこれを当てている［AA （Etr.）: I, xxiv］。一方Langlès
はKhok’houahとの翻字で、全く異なる形状の武具の図（図2の（29））にこれを当て、
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胴鎧（ǧībah70） 20ルピーから30ム
フル

鎖防具（zirih71） 1 3/4ルピーから100
ムフル

バグタル（bagtar72） 4ル ピ ー か ら12ム
フル

ジャウシャン
（ǧawšan73）

4ルピーから9ムフ
ル

Egertonは同じ形状の武具（4）に、G’hug’hwahとの翻字と頭と胴に用いる一体の鎖帷
子との解説を与えている。Irvineは図像の形状が英語訳とEgertonとで大きく異なるこ
とを指摘しているが、その使用法もふくめ解決は示していない［Irvine 1903: 70］。（M）

70	　底本の母音記号ではǧaybahだが、三写本には母音記号が付されていない［AA Ms. 
A: 52v; AA Ms. B: 56v; AA Ms. C: 46r］。モンゴル語に由来し、ǧībā, ǧibāとも綴られる。
モンゴル語では武器一般の意味であったが、やがて胴体を守る鎧を指すようになった

［Doerfer （1963-1975）: I, 284-286］。Bābur Nāmahにも頻出する［BN: 196, 307, 311, 340, 
356, 362, 374, 468, 501, 597］ （W）

71	　鎖帷子あるいは鎖で作られた具足一般を指す。Haiderによると、腰丈から膝丈、あ
るいは脹脛までの様々な長さのものがあり、丈が長いものは騎乗しやすいように前後
にスリットが入っている。また一般に肘までの袖が付いている。薄手のキルトのアン
ギルカ（注76参照）またはカバー（［AA （Jtr.） （7）: 30, n. 12］参照）の上に着用す
る［Haider 1991: 96-99］。現存するムガル帝国時代の鎖帷子の例として、Metropolitan 
Museum of Artが所蔵する金属板付きのものがある（Acc. No. 2008.245）。これについて
は、ヒジュラ暦1042（1632/33）年にŠāh Ǧahānがその臣下Sayf Ḫānから贈られたも
のであることが金属板の裏の刻文から確認できる。この金属板については、より古い
鎖帷子に17世紀になってから取り付けられた可能性もあるが、その確証は未だ得られ
ていないこと、および金属板の表面に記されたクルアーンの章句および裏面の刻文の
詳細については、［Alexander, Pyhrr & Kwiatkowski 2015: 43-45］。（W）

	 　1632/3年のŠāh Ǧahān宮廷におけるSayf Ḫānとは、当時 Ilāhābād州総督だったSayf 
Ḫān以外にはあり得ない。Šāh Ǧahān政権成立に至る党争の中で失脚したあと、王妃
Mumtāz Maḥalの取りなしでマンサブ4000/4000の地位を回復し、Bihār州総督を経て
同職にあった［BNL: I, 177, 228, 426］。この人物の、ヒジュラ暦1042年における行動に
ついては記録が無いが、翌1043年Ṣafar月18日（1633年8月24日）に「宝石ちりばめた
用具、金の用具その他の物品」を献上したとの記録はある［BNL: I, 536］。前年ヒジュ
ラ暦1042年末までに完成していた上記の具足が、翌年の第2月であるこの機会に君主
に献上された可能性はある。（M）

72	　胴鎧の一種。薄い鉄板をいくつか繋いだもので、ビロードや錦などがそれに縫い付け
られている［Dihḫdā: bagtar］。Farhang-i Rašīdīでも「戦時に着る衣。時にビロードで
作られ、その上に複数の鉄片を付す」とあり、薄片鎧の一種と考えられる［FR: I, 162］。
Irvineは英語訳の図版の（47）がバグタルであるとするが、Haiderはこの図をバグタル
の上にチャハール・アーイーナ（注74参照）を重ねて着けたものと考えているようで
ある［Irvine 1903: 66; Haider 1991: 92］。（W） 

73	　鎖帷子の一種［Zenker 1866-76: I, 373a］。Bābur Nāmah にも言及され、鎖かたびら、
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チャハール・アーイーナ
（čahār ā’īnah74）

2ルピーから7ムフ
ル

コーティー（kōṫhī75） カーフのオー発音ダンマ、ワーウのスクー
ン、ヒンド語の上双点付きターと隠れたハー
のカスラ、下双点付きヤーのスクーン

5ルピーから8ムフ
ル

サーディキー
（ṣādiqī）

3ルピーから8ムフ
ル

アンギルカ
（angirkha76）

ハムザのファトゥハ、隠れたヌーン、ペル
シア語のカーフのカスラ、ラーのスクーン、
カーフと隠れたハーのファトゥハ

1 1/2 ルピーから5
ムフル

coats-of-mailと訳されている［BN: 193; BN （Jtr.）: 194; BN （Etr.）: 195］。一方Haider
によると、カバーチャ（丈の短いカバー［AA （Jtr.） （7）: 30, n. 12］）の上に方形の金
属板が縫い付けられた長袖、腰丈の防具であるとされ［Haider 1991: 92］、これに従え
ば薄片鎧の一種を指すと思われる。Pantによると、正面を覆うように1枚または2枚組
の金属板が取り付けられており、金属板の形状は円形、正方形、長方形の3種類が見ら
れた。また、方形の金属板はBāburの兵士の間ではそれほど一般的ではなかったが、後
にはより広く見られるようになったという［Pant 1989: 115, 145 n. 47］。（W）

74	　字義は「4つの鏡」。鏡のように磨かれた4枚の金属板から成る、胸部を覆う鎧の一種 
［Anwarī 1381Sh.: III, 2413b-2414a］。Haiderによると、方形の金属板4枚が革紐で一体
になっており、体側を覆う2枚は胸部と背面の2枚より小さい。zirihに固定するか紐で
結んでその上に着用するという［Haider 1991: 92］。Irvineは、本書の英語訳所収の図

（pl. XIII）の（49）であるとする［Irvine 1903: 67］。Virginia Museum of Fine Artsに
18世紀北インドのčahār ā’īnahとされる4枚組の金属板が所蔵されている（Object No. 
90.119.1-4）。（W） 

75	　Haiderによると、一般には特別な処置を施した革で作られた長衣で、胸部に大きな
金属板が1枚、またその他の胴体部分に様々な大きさ、形状の金属板が左右対称に配さ
れたものを指す。また、デリー・スルターン朝時代に “baqhltaq”と呼ばれていたもの
がムガル時代にはコーティーとして知られるようになったと述べる［Haider 1991: 117-
118］。ただし、Doerferによれば、テュルク語のbaġiltāqは甲冑の下に着るキルトの衣
服を指す［Doerfer （1963-1975）: II, 297］。またFarhang-i Ǧahāngīrīでは ṭāqとして見ら
れ、baġṭāqあるいはbaġlṭāqとも言い、ファルジー（前開きの衣、AA （Jtr.） （7）: 30-
31, n. 13参照）のことを指すとされる［FJ: III, 546-547］。以上のことから、金属板の配
されたコーティーが、“baqhltaq”と同じとするHaiderの見解はなお根拠薄弱と言わざ
るを得ない。Irvineは、英語訳所収の図（pl. XIV）の（50）がコーティーであるとする

［Irvine 1903: 69］。（W）
76	　ヒンディー語でaṅgarkhāあるいはaṅgarkhī（字義はbody protector）。男性が着る長

いチュニックあるいは上着［Platts 1884: 97a］。長袖で膝下まである男子の上着の一種
［古賀・高橋 2006: 2b］。Haiderによると、ゆったりとした長衣で、左右の身頃を体の
前で重ね、腕の下で紐で結んで着用する。様々な着用法があり、1）これだけを防具と
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バンジュー
（bhanǧū77）

バーと隠れたハーのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ジームのダンマ、ワーウのスクーン

3ルピーから2ムフ
ル

鉄製鎖の顔防具
（čihrah zirih-i āhanī）

1 1/2 ルピーから1
ムフル

カバーの鎧
（silaḥ-i qabāy78）

5ルピーから8ムフ
ル

チヒル・カド
（čihil qad79）

5から25ルピー

籠手（dastwānah） 1 1/2 ルピーから2
ムフル

して着る、2）素肌がこすれないように他の防具の下に着る、あるいは3）上に着るこ
ともある。1）の場合は切っ先を逸らせるよう詰め物を多く入れて分厚くし、2）の場
合はそれほど厚くしない。3）の場合は、金属製の防具を見せないようにするため、あ
るいは強い太陽光線から守るために着るという［Haider 1991: 114］。Irvineは、これを 
“alkhāliq （a tight fitting coat）”と同じものであると述べるが、Pantによるとこの説は
誤りである。また Irvineは、英語訳所収の図（pl. XIV）の（52）と同定するが、これ
は身頃を重ねる形状にはなっておらず、Haiderの説明とは合致しない。ただし、Pant
はこの点は問題にせず、前開きで膝下丈の綿入りの長衣であるとする［Irvine 1903: 68; 
Pant 1989: 116］。一方、Langlèsの図解では、（31）と（32）が「Anguer-Ker 上着」と
される（注27参照）。なお、衣装としてのangarkhaのスタイルについて、Goswamyは
とりわけǧāmahとの違いが明確ではなく困難であると述べる。その上で、この2語はし
ばしば同義の言い換え表現として使われるが、敢えて区別するならば、どちらも腰より
下にフレアーが付いているのは同様だが、ǧāmahが左右どちらかの脇近くで紐を結ん
で閉じるのに対し、angarkhaはより下の腰に近いところで結んで閉じるものを指して
用いるという。今日angarkhaとして知られるものは、一般に紐を正面で結び、胸のと
ころを開けてその下に付けた別布が見えるような形状をしている［Goswamy 1993: 27-
29, 48-86の図版］。 （W）

77	　Langlèsによる図版では（33）にBehndjou の語が当てられ、「喉当てを備えた鎧」と
されるが、その根拠は不明（注27参照）。また、Haiderは本書の英語訳の図版を見れば
喉当て付きの袖なしの上着のようであるとし、Irvineは袖なしの上着ではないかと述べ
るが［Haider 1991: 125; Irvine 1903: 69］、いずれも論拠不十分で、具体的に何を指すの
かはよくわからない。（W）

78	　カバーについては、［AA （Jtr.） （7）: 30, n. 12］。（W）
79	　A sort of armourのこと［Steingass 1892: 405b］。字義は「40の（革の）切れ」か。
Haiderによると、一種のダブレットを指し、防具の上に、またはこれだけで着用す
る。詰め物をした絹製か綿製の上着、あるいは縫い合わせて層状にした布地でできた
“chilteh”すなわちčihil tah（字義は「40の層」、鎖帷子の一種［Steingass 1892: 405a］）
として作られた。太ももの半ば、あるいは膝までの丈で、袖は肘まで、下に着けた鎧の
胸部の円盤が見えるように前面が開いている。ただし、前面をボタンあるいは紐で閉
じ、金属製の円盤を背中に着けたものや、腰のあたりで方形の布を前後に着けたもの
もあったという（なおHaiderは前者をTimurid Style、後者をCentral Asian Style from 
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ラーク（rāk80） ラー、アリフ、カーフのスクーン 1ル ピ ー か ら10ム
フル

カント・ソーバー
（kanṫh sōbhā81）

カーフのファトゥハ、隠れたヌーン、ヒン
ド語の点付きターと隠れたハーのスクーン、
スィーンのオー発音ダンマ、ワーウのスクー
ン、バーと隠れたハー、アリフ

1から10ルピー

鉄のブーツ
（mūzah-i āhanī）

1/2から10ルピー

カジーム（kaǧīm82） 50から300ルピー

カジーム覆い
（artak-i kaǧīm83）

4ルピーから7ムフ
ル

馬用兜（qašqah84） 1ルピーから2 1/2
ムフル

Ninth-Tenth Century A.D.とする）。16-17世紀のムガル絵画に多く見られ、おそらく兵
士はこれだけを身に着けていたのではないかとHaiderは推察する［Haider 1991: 117］。
Irvineは英語訳所収の図（pl. XIV）の（54）であるとする［Irvine 1903: 69］。（W）

	 　以上、各種の胴鎧に関する叙述にはない用語pīrāhan（「胴着」の意）を刻され、ヒ
ジュラ暦989 （1581/2）年の日付を備えたAkbarの胴鎧がChhatrapati Shivaji Maharaj 
Vastu Sangrahalaya（旧Prince of Wales Museum, Mumbai）に所蔵されている［Desai 
2002: 196, 330］。残念ながらこの「胴着」が本書で叙述される武具のいずれに当たるか、
当たらないかは判然としない。（M）

80	　Irvineは本書に見られる rāk（または rāg）では意味をなさないとして、Dastūr al-‘Amal
の写本に見られる字形に基づき rānak、すなわち rān（太もも）の指小辞であろうとの
推察を示し、そのうえで脛あて鎧を指すと解する［Irvine 1903: 71］。PantやHaiderも
この解釈に従っているようだが［Pant 1970: 170; Haider 1991: 135］、Irvineが参照した
写本は特定できず、この説の当否は判断できない。（W）

81	　kaṅṫhはヒンディー語で首や喉、sōbhāは美や装飾を意味する［古賀・高橋 2006: 176b; 
Platts 1884: 693a, 851b］。Langlèsは図2の（30）にあたる形状の武具をKantah-Soubhâ 
として「首当て」との語釈を与える（注27参照）。 （W）

82	　Farhang-i Ǧahāngīrīによると、kaǧīmまたはkaǧīnは内側にかま糸（kaǧ）が詰められ
た鎧（bargustān, bargustwān）の別称で、人間用と馬用のいずれも指すことがある［FJ: 
I, 715, 860］。ただし、後出する馬の装具 （raḫt） に関する一節では、kaǧīmは見えない。
また、本表に後続する「覆い」artakは言及されているが、qašqahとgardanīは言及さ
れていない ［AA: I, 142-143］。（W）

83	　Pantによると、馬用の主な防具を指す。金属のプレートが所々にはめ込まれた一種
のキルトでできており、馬の肩から尾までを背中側からすっぽりと覆う形状をしてい
るという［Pant 1989: 137-138］。artakはテュルク語のörtügに由来するか。後者にはも
ともと広くcoveringの意味がある［Clauson 1972: 205b-206a］。（W）

84	　馬の額の白いぶち、あるいは額に白いぶちのある（馬）を意味する。qāšġah, qāšqah, 
qāšqā の形も見られる［Doerfer 1963-1975: III, 478］。Clausonにおいても、テュルク語の
原義は動物の場合 “with a white head and darker body”、あるいは”with a white blaze 
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首防具（gardanī85） 1ルピーから1ムフ
ル

銃（bundūq） 1/2 ルピーから1ム
フル

バーン（bān86） バー、アリフ、ヌーンのスクーン 2 1/2から4ルピー

on the forehead”であり、ここから転じて上記の馬の頭につける武具の意になると説明
される［Clauson 1972: 671b-672a］。Bābur Nāmahにもqāšqahとしてあらわれ、「額の
白い馬」、“a horse with a starred forehead”と訳されている［BN: 157; BN （Jtr.）: 164; 
BN （Etr.）: 163］。一方でFarhang-i Ǧahāngīrīによると、sarīと呼ばれる戦時に馬の頭を
保護するために着ける鉄製の防具を指してテュルク語でqašġahと呼んだとされ［FJ: I, 
1037］、本表ではこちらを指すと考えられる。Pantによると、qašqahは馬の頭を保護
するための一種の兜であり、額より上を守る小さめの帽子のようなものであるという

［Pant 1989: 131, 133］。以上を踏まえ、ここでは馬用兜と訳した。（W）
	 　さらに転じてヒンドゥー教徒が額に付けるビンディーがqašqahと呼ばれたことにつ

いてはムガル帝国時代の文献に用例が散見される。例えば［MT: II, 260, 261; JN （A）: 
34; JN （T）: 42; MAl: 176］。（M）

85	　馬の首に取り付けられる覆いであり、革で覆った木製である ［Dihḫudā: gardanī］。
Blochmannはその材質を鉄板としている［AA （Etr.）: I, 119, n. 2］。一方、Pantによれ
ば綿のキルトを基層に、金属板を縫い合わせたものであるという［Pant 1997: 20, 22］。

（M）
86	　火薬を詰めた鉄の筒を木製ないし竹製の軸に取り付けたロケット状の武器。南アジ

アにおいては、（tīr-i） hawā’īなどと呼ばれるロケットが14世紀後半から武器として用
いられており、中国で開発されたものがモンゴル時代に南アジアにもたらされたと考
えられている。Khanによると、15世紀後半から16世紀にロケットが武器として広く
用いられるようになり、bānという呼称がよく見られるようになるのは16世紀で、16
世紀末からはロケット状の武器一般がbānと呼ばれるようになったという。 Habibは、
サンスクリット文献に基づくGodeの研究をもとにbānは中国から直接デカンに入っ
たと論じ、AAのこの箇所でbānがインド語とみなされて読み方が示されていることを
その証左としている。Khanはこの議論を受けて、ロケットを武器として用いる発想や
bānという呼称も中国からデカンに入り南アジアに広まった可能性があるとしている。
これらの議論の論拠とされているGodeの研究は、1443年から1518年の間の旅行記、
15-18世紀のサンスクリット語文献、マラーター語文献などを用い、花火（fireworks）
の製造は1400年頃に中国から伝わったと推察している。ただ、インドの文献でbānが
登場する一番早い事例が1400年から1500年の間に成立したとみられるサンスクリッ
ト語作品Ākāśabhairava-Kalpa（Tanjore Manuscript Library所蔵）であり、中国からデ
カンに直接bānが入ったという仮説の論拠としてはやや脆弱である。なお、Godeはbān
をサンスクリット語ではないと推察しており、その語源は未詳である［Gode 1960: 44-
45, 50; Habib 1980: 31-33, Khan 2004: 23, 26, 30, 36 n. 26, 191］。（N）
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砲（tūp）の規則 87

【砲は】世界保持者のめでたき館にとっての驚くべき錠であり、諸国征服者の

門にとっての心開く鍵である。この統治の元手は、この永久の王朝の中におい

87	　南アジアにおいて、火砲は15世紀から利用されていた。14世紀後半のデカンで火
砲が利用されていたという説もあるが、その根拠とされるGIの記述について検討した
Khanは、当該の記述は火砲ではなく火薬を用いた武器の存在を示すものと結論づけて
いる ［Khan 1981: 155-158］。南アジアにおいて、最初に火砲や銃を利用して軍事的な優
位を得たのはポルトガル人であり、インド側の諸勢力は、14世紀末からのポルトガル勢
力の活動を通して火器の有用性を認識したとされる ［Elgood 1995: 132］。Khanは、南ア
ジアの諸勢力による火砲や銃の利用の初期の事例として、マールワーのMaḥmūd Ḫalǧī
によるMandalgarh攻略（1456年） における tūpの利用を挙げている ［GI: II, 251; TA: III, 
339］。その他の地域においては、カシミールのZayn al-‘Ābidīn治世（1422-72年） におけ
るḤabībという技師（ātišbāzī）による tufangの導入［GI: II, 344; TA: III, 439］、グジャ
ラートのMaḥmūd Bēgaraによるキャンベイ湾での海賊討伐 （877-878/ 1472-3年）にお
ける tufangの利用とČāmpānēr攻略（1484-5年）における tūpの利用［GI: II, 202; MS: 
129; TA: III, 161］、デカンのSulṭān Muḥammad Šāh Bahmanīによるヴィジャヤナガル
への遠征 （1472-73年）における tūpとḍarb-zan、tufangの利用［BM: 113; GI: I, 355］な
どが初期の火器利用の事例とされる。北インドにおいては、15世紀後半にはティムール
朝下の中央アジアから導入された火砲が用いられるようになっており、Sikandar Lōdī
時代 （1489-1517）に制作された絵画に火砲が描かれているという ［Khan 1981: 159-164; 
Khan 2004: 41-44］。ただし、Gommansはこれらの史料の記述について疑問を呈してい
る［Gommans 2002: 146, 229 n. 52］。また、Eatonは、南アジアにおいて火器が重要な
役割を持った戦闘の早い時期の例として、1520年のRaičūrの戦いを取り上げている。
この戦いはRaičūr城砦を主戦場としてアーディル・シャーヒー朝とヴィジャヤナガル
王国が対決し、後者が勝利した。Eatonは、この戦いにおいてアーディル・シャーヒー
朝が野戦に携行した大量の火器や城砦の防衛に用いた火砲が有効に機能しなかった一
方、ヴィジャヤナガル王国が雇ったポルトガル人傭兵の銃部隊は大きな成果を上げた
と論じる［Eaton 2009: 302-305］。16世紀のデカンにおける火砲製造・運用技術や城砦
建築の発展については［Eaton and Wagoner 2014; Sohoni 2015: 115-121］を参照。な
お、南アジアにおける火砲や銃の製造について、ムガル帝国以前の北インドの状況は詳
らかではない。デカンにおいては、1510年にポルトガルがゴアを征服した際に、同地の
アーディル・シャーヒー朝の工房で火砲が製造されていた形跡があったという記録を
Gaspar Correiaが残している。16世紀初頭のデカンにおいては、高い水準で火砲や銃を
製造できるムスリム技師の存在が認められる。また、火器の製造にはヨーロッパ人やオ
スマン朝出身者も利用されていた。イタリア人旅行者Varthemaは、1506年のカリカッ
トにおいて当地の支配者に仕えて多くの大砲を作ったイタリア人と会ったという記録
を残しており、1508年には「ルーム人」（注88参照）がゴアでアーディル・シャーヒー
朝に雇用されたという記録もあるという ［Eaton 2009: 298; Eaton and Wagoner 2014: 
14-15, 47, Elgood 1995: 132; Gommans 2002: 147; Varthema: 260-262］。（N）
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て、ルームの国88以外にあり得ないほどの豊富さによって際立っている。いく

つかのカマーンは89、弾丸が12マンの重さで、数頭の象と数千頭の牛で運ぶほど

88	　Rūmistān. この場合はオスマン朝の支配領域を意味する。南アジアでの火器の発展
において、オスマン朝由来の火器や技術者の例が多く見られることは夙に知られてい
る。「ニュルンベルク式火縄銃」がオスマン朝に伝播して「ルーム銃」へと進化した
ものが西アジア・インド洋方面に広がり、ポルトガル人の来航以前に南アジアに到達
していたことについては ［中島 2013: 108-109］。また1527年、Bābur軍がRānā Sangā 
軍を撃破した Kānwā の戦で採用した銃兵隊・砲兵隊の布陣が「ルーム方式」であり、
これを指揮したのは「ルーミー Rūmī」との帰属表示（ニスバ）を有する Muṣṭafā な
る人物であった［BN: 501, 516, 539; BN （Jtr.）: 495, 509, 533］。1540年、Humāyūnが 
Šīr Ḫānと戦ったQanawǧの戦には、砲兵隊の指揮官のなかにMuḥammad Ḫān Rūmī、
Ustād Aḥmad Rūmīが見える［TR: 682］。一方、インド西岸部で16世紀初頭に「ルー
ム人」が活動していたことは、この地域を旅したVarthemaがGuǧarāt地方の港市Dīw
を「Diuobandierrumiすなわちトルコ人たちの港Diuo」と説明していることからうかが
える。それによると「400人のトルコ人商人」が居留しているこの港市には「多数の大
砲」が備えられていたという［Varthema: 91-92］。16世紀前半にインド洋西部で活動し
たマムルーク朝海軍およびその後のオスマン朝海軍も南アジアへの火器の伝播に大き
く関与している。Guǧarāt地方アフマド・シャーヒー朝君主Sulṭān Bahādur（在位1526-
1537）は「外国人」ġarīb-ānを積極的に登用し、ギーラーン人、アラブ人、ハバシュ人
と並んで「ルーム人」がその配下に参集していたという。とりわけルーム人の中では

「銃砲を満載した船200隻」を率いて渡海してきた「ルーミーのパシャ」とそのġulām
たるḪwāǧah Ṣafar、攻城術に精通したRūmī Ḫān らがいた［TSG: 61-62］。このRūmī 
Ḫānと同一人物の可能性があるのが、1531年1月、ポルトガル艦隊を迎え撃つ港市Dīw
沖に、オスマン海軍艦艇を率いてイエメンから亡命してきたMustafaなる提督である。
ポルトガル語史料は、この海戦における勝利に寄与したこの提督にSulṭān Bahādurが
“Rumecão”の称号を与えたと伝える［Castanheda: VIII, 253］。その亡命の経緯について
は［真下 1995: 721, 738-739 n. 27］。このRūmī Ḫānがもたらした火砲は、後に陸揚げさ
れ、1532年11月から1533年3月までにわたった、Sulṭān BahādurによるČitōr城砦攻城
戦に投入された。その砲撃を指揮したのもRūmī Ḫān なる人物である［MS: 290-293］。
オスマン朝海軍のもたらした火器が、南アジアの陸上戦の火力として運用された一例
である。1554年、Guǧarāt地方に漂着したSeydī ‘Alī Ra’īs指揮下のオスマン朝艦隊も、
帰航の望みを捨てて解体した艦船の火砲その他の装備をDamanおよびSūratに残した

［MM: 27; Bacqué-Grammont 2007/2008］。ただし「ルーミー」のニスバが即「オスマン
朝領域出身」を意味したとは限らない可能性もある。例えば少年Akbarに銃の射撃を
教えたUstād ‘Azīz Sīstānī は「火器と銃撃の技能の数々」を備えた人物であり、Sīstānī 
というイランの一地方にかかわる帰属表示にもかかわらず、Rūmī Ḫānの称号を得てい
た［AN: I, 355］。さらに南アジアでは砲兵隊長がなべてRūmī Ḫānを名乗る傾向があっ
たことにも留意する必要がある（例えば1563年ごろKābulで砲兵隊長をつとめたAbū 
al-Ma‘ālī ［AN: II, 188］ や、1565年いわゆるターリーコータの戦いでヴィジャヤナガル
軍を破ったデカン諸王朝連合軍の砲兵隊長Rūmī Ḫān ［GI: II, 76］）。（M）

89	　Kamānは火薬を用いない弓を指す場合が多いが、ここではkamānのみで火砲を指して
いると考えられる（注38参照）。Khanは15世紀の Guǧarāt地方ではkamān-i ra‘dという
語が銃（handgun）も指しえたと考えているが、根拠とされている研究が未確認であるた
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の大きさである90。世界征服者にして世界の主人たる御方は、この業務の進展を

有意義な目標の一つとみなし、多くの関心を傾けている。そして、忠勤のダル

ガたち、深遠なる洞察を備えた書記たちを任じ、業務通暁という糸を二重にし

た。

【アクバルは】様々な発明を行い、世界の人々は大いに驚いた。【その中の】一

つは実用に供されている。行軍の際には分解されて簡単に運ぶことができ、射

撃の際には適切に組み立てられるものである。また、17挺を一つの火縄で全て

発射できるように組み合わせた【ものもある】91。1頭の象で簡単に運べるように

めこの説の妥当性については判断できない［Khan 2004: 42-44］。なお、底本ではkamān-
hāにエザーフェが付されているが、参照した三写本のいずれにも付されていないので、
写本に従った構文で翻訳した［AA Ms. A: 54v; AA Ms. B: 58r; AA Ms. C: 47v］。 （N）

90	　Akbar Nāmahによれば、Rantanbhor城砦の攻囲戦に投入されたのは「大型の火砲複
数」ḍarb-zan-hā-yi buzurgであったという。その各一門は「平らな地面の上でさえ牛200
対と起重機1000台をもってしても牽引するのが難しいほどのものであり、60 manの石
と30 manの合金製の弾丸 （ġulūlah-i haft-ǧūš） を装填できる」ものであったとされる。
Akbarの攻囲軍はこれらを、砦に向かい合う高地に運び上げて砲撃を行った［AN: II, 
337］。その記事を図像化したVictoria and Albert Museum写本の挿絵 （Acc. No. IS.2:72-
1896） では、軛でつながれた牛の二頭立て複数対が火砲を乗せた四輪の砲車を牽引す
る様子が描かれているが、これがその「大型の火砲」にあたるのなら、テクストの所
伝と挿絵の描写はずいぶん違うことになる。なお60 manをAkbar時代の基準（1 man-i 
Akbarīはおよそ25 kg［AA（Jtr.）（1）: 110-112, n.70］）に則して換算すれば1500 kgと
なり、仮に比重3の岩石を用いた球形の弾丸とすれば、その直径は約100 cmとなる。
これが火器の実用に適うか否か注釈者には判断できないが、上記の挿絵で城砦に対す
る砲撃に用いられている火砲の規模は、これとは全く異なる。なお同一口径の砲身に
30 man の合金製弾丸が装填されたとすると、弾丸のこの重量と素材の比重とを考慮す
れば、Khanは、合金製弾丸は中空ではなかったかと考えている ［Khan 2004: 112］ 。但
しこの攻囲戦に関するMTの叙述では、配備された火砲 （ḍarb-zang ［sic.］ ḍarb-zan-ak
か?） に装填された砲弾は5 manないし7 manであったと伝えている［MT: II, 107］。こ
とによるとANの記事は「異教徒」に対する「聖戦」の文飾に過ぎず、実態に近いのは
MTの方かも知れない。（M）

91	　Alvi & Rahmanは、Fatḥ Allāh Šīrāzīが発明品を披露したというMTの記録や彼の発
明に関するTAの記述から、ここで挙げられている組み立て式の砲と、複数の砲を一つ
の火縄で発射する仕組みの発明をFatḥ Allāh Šīrāzīに帰している。ただし、TAの記述を
この二つの発明品に明確に結びつくものと考えるのは難しい（注112参照）。なお、Alvi 
& RahmanはFatḥ Allāh Šīrāzīが発明品を披露した年を1584年としているが、これは
991/ 1583年の誤りである。ANには、991/ 1583年にFatḥ Allāh Šīrāzīがデカンからア
クバル宮廷に参上したとの記録が見え、MTに記録されている彼の発明品の披露は、新
参者である Fatḥ Allāh Šīrāzīの技能を示すために行われたものと考えられる［AN: III, 
401; MT: II, 321; TA: II, 457; Alvi & Rahman 1968: 9-10, 30-32］。 （N）
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したものもあり、これはガジュナール（gaǧ-nāl92）（ペルシア語のカーフのファ

トゥハ、ジームのスクーン、ヌーン、アリフ、ラーム）と名付けられた。ある

ものは一人で持ち上げて運ぶことができ、それはナルナール（nar-nāl93）（ヌー

ンのファトゥハ、ラーのスクーン）と呼ばれる。【砲は】適切に支配領域に分配

され、各州に相応しい形でそこに保管される。＜ I, 125＞また、砦での戦闘や

船での戦いのために分解され、勝利の親軍に相応しく運搬される。

それぞれを数え上げると語りきれない。というのも、傑出した腕前を備えた

匠たちが、ガジュナールとナルナールのような新たなものを常に生み出してい

るのだから。

92	　gaǧはヒンディー語で象、nālは筒を意味する。1577-78年のOrčhah遠征の際にム
ガル軍がgaǧ-nālを用いたという記録がある［AN: III, 230］。Chester Beatty Libraryと
Victoria and Albert Museum所蔵のAkbar Nāmah挿絵の中では、1561年のGomti河畔
の戦いにおいて小型の砲が兵士に抱えられていたり船に乗せられていたりする様子が
描かれているほか （Acc. No. IS.2:13-1896）、1568年のČitor攻略 （Object No. In 03.133, 
Acc. No. IS.2:66-1896, Acc. No. IS.2:69-1896）、1569年 のRanthanbhor攻 略 （Acc. No. 
IS.2:73-1896; Acc. No. IS.2:74-1896）、1576年のDunārā攻略 （Object No. In 03.227） の様
子を描いたものには、筒型や湾曲したものなど数種類の小型の砲が描かれているが、
それらの挿絵に対応するAkbar Nāmahの文章中ではgaǧ-nālやnar-nālへの言及はない 

［AA: II, 138-139, 313-342, III, 167-168］。なお、技術発展の結果、17世紀にはgaǧ-nālや
nar-nālに代わって“shaturnāl”（šutur-nāl、ラクダ筒）という砲が見られるようになり、
機動性の高さから広く用いられるようになったという。18世紀のオスマン帝国で火
砲をラクダに吊るして運んでいた様子がイタリアの博物学者MarsigliのStato Militare 
dell’Imperio Ottomanoに収録されている［Elgood 1995: 137-139; Gommans 2002: 128; 
Khan 2004: 94, 98, 103, 193］。 （N）

	 　Khanの説明のごとく、17世紀にgaǧ-nāl / nar-nāl から šutur-nāl への交替が進んだ
とすると、1608年、メーワール地方に対する遠征軍に付属した砲兵隊 （tūp-ḫānah） が、
70-80門の火砲 （tūp）、gaǧ-nāl、šutur-nālを擁していたことは、そのような交替の過渡期
に両者が併用されたことの反映と考えられる［JN （T）: 83; JN （A）: 69］。Chester Beatty 
Library所蔵のAkbar Nāmah写本の挿絵には、1573年、Guǧarātで反乱したMuḥammad 
Ḥusayn Mīrzāを追撃するAkbar軍の象部隊に属する一頭の象の背に据えられた輿に装
備された火器が描き込まれている（Chester Beatty Library, ms. In03, f. 187v）。Khanは
これがgaǧ-nālと見ている（Khanはこの写本の参照を f. 178 としているが誤り） ［Khan 
2004: 99, fig. 15; 117, n. 16］。Khanは別の形状のgaǧ-nālを描いたAkbar時代の絵画とし
て、Dattaが紹介したJaipurのRazm Nāmah写本の挿絵を例示してgaǧ-nālの形状が多
様であったと説明するが ［Khan 2004: 94］ 、この挿絵もDattaの研究論文も参照できな
かったため、その説の当否は判断できない。（M）

93	　narはヒンディー語で人・男性を意味する。ムガル帝国時代の事例については注92を
参照。 （N）
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アミールたちやアハディーたちがこの重大な業務において月給を得ている。

歩兵の手当は400ダームから100ダームまでである。

銃（bundūq）の規則

君主はこれに大いに心を傾けておられ、その製造と射撃において時代の第一

人者のお一人である94。弾薬をいっぱいに詰めて火を点けても破裂しないよう

なものが製造されている。以前は、【弾薬は】4分の1以上は詰められなかった。

また、大槌と金床で鉄の板を作り、両側から【丸めて】平らな板の縁同士を繋

げていた。あるいは深い見識を持つ者の一部は片方【の縁】を上に重ねていた。

ただ、特に前者については多くの損傷が発生していたので、世界の王たるお方

は、選りすぐりのやり方を編み出した。鉄の板を、一巻きごとに長くなるように

螺旋状に巻き上げ、縁同士は接するのではなく互いに重なるようにして、徐々

に炎で熱して仕上げる95。また、鉄の塊を熱し、棒を差し込んで孔を開けたもの

を、三つか四つ繋げる。小さい銃なら多くの場合、二つである。長さは2ガズ

ほどになり、小さいものなら1 1/4ガズである。これをダマーナク（damānak96）

（ダールのファトゥハ、ミームとアリフ、ヌーンのファトゥハ、カーフのスクー

ン）と呼ぶ。銃床（qundāq）は別の工程で製造される。また、国の王たるお方

の御見識から、火縄なしで、引き金のわずかな動きによって着火し、弾丸を放

つことができるような工夫もなされた97。太刀のような働きをするように製造

94	　Akbarが銃の射撃を初めて体験したのは、1555年末ごろ、師傅Bayram Ḫānとともに
Ḥiṣār-i Fīrūzahに滞在していたときのことである［AN: I, 355-356］。少年Akbarが銃を
構える様子を写し取った挿絵を備えたAkbar Nāmah写本が大英図書館に所蔵されてい
る（British Library, Or. 12988, f. 158r）。（M）

95	　Metropolitan Museum of Artに所蔵されている、18世紀末から19世紀に作られた銃
の一つは、本文中に説明されているような方法で金属を巻いて銃身が作られたと推察
されている（Accession Number 36.25.2153）［Alexander, Pyhrr & Kwiatkowski 2015: 
279］。（N）

96	　ダマーナクは、ペルシア語で銃身（carbine）を意味する［Khan 2004: 60; Steingass 
1892: 535a］。 （N）

97	　この時代の銃の点火方法には、火縄を用いるマッチロック式（match-lock）と、トリ
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されている弾丸も多い。帝王の見識の輝きによって、ウスタード・カビールと

フサイン98を始め、多くの匠が顔を煌めかせた。

鉄は熱された結果、半分に減る99。銃の長さになったら、銃尾（tah）を付けず

に二つの値100が刻印され、その数値の段階に応じて記号が付される。この状態

のものは「ダウル（ḋawl）」101（ヒンド語のダールのファトゥハ、ワーウのスクー

ン、ラーム）と呼ばれる。この未製品がめでたき天覧に付され、幸運なる寝所

における手順に委ねられ、まさにその場所に検討（tarfān102）のために持ち込ま

れる。この時に弾丸の重さが決められ、その値に基づいて銃腔（šikāf）の大き

さが決定される。【銃身が】長い場合、【弾丸の重さは】25ターンク103、短い場合

は15【ターンク】を超えないが、世界の主人たるお方以外に、このような重さ

【の弾丸】を使う人間はほとんどいない。銃身（barġū104）が仕上がると、二たび

幸運なる後宮に送られて手順が再開される。上記と同様に【後宮に】持ち込ま

れ、至高の命令によって銃尾が付される。古い銃床に取り付けられ、3分の1の

分量【の火薬】が詰められ、点火される。漏出105がなく良く仕上がっていれば

ガーを引くことによって火打ち石と歯車を摩擦させるホイールロック式（wheel-lock）
があった。ホイールロック式は16世紀初頭にヨーロッパで開発されたが、先行のマッ
チロック式に比べて構造が複雑であったため、あまり普及しなかったとされている。
Khanは、この記述は、ムガル帝国においてホイールロック式の点火方法が開発されて
いたことを示すものと考えている［Khan 2004: 136］。（N）

98	　この二人の銃工匠の名は史料には見いだせず詳細は不明である。（M）
99	　中世インドの製鉄法では、鉄鉱石を熱して不純物を取り除く際には80%から50%程

度が鉱滓として失われたとされる［Mahmud 1988: 39］。（N）
100	 この二つの値の具体的な内容は明示されていないが、Blochmannは“the quantity of 
its iron and the length”と訳している［AA （Etr.）: I, 120］。本訳注では、後出する「（研
磨工によって磨き取られてしまう）加熱時と加熱前の重さ」（85頁）と推測した。（N）

101	 ḋawlはウルドゥー語やヒンディー語では「姿形・型」を意味する［Platts 1884: 568b; 
古賀・高橋 2006: 565a］。（N）

102	 tarfānは「通訳者」を意味する。ここでは何らかの手順を指していると推察される。
Blochmannはこの語を訳さず、“unintelligible word”としている［AA （Etr.）: I, 120, n. 
1; Steingass 1892: 295b］。（N）

103	 Steingassによると約2オンス（約57 g）。ターンクについては「訳注（1）」も参照
［AA （Jtr.） （1）: 91 n. 1; Steingass 1892: 277a］。（N）

104	 barġūは空洞がある動物の角を意味する［Dihḫudā: barġū］。テクスト後出の記述から、
弾丸が通る腔を開けられた状態の銃身を指すと考えられる［Habib 1997: 140-141］。（N）

105	 tarāwuš. Blochmannは“a trickling”という語釈を挙げ、何らかの術語であろうが詳細
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君主の御前に運ばれ、先端を整えるように命令が下される。仕事を知るものた

ちが同じように【古い】銃床に取り付け、＜ I, 126＞試し撃ち（‘iyār）をする。

もし弾道が曲がっていたら、【銃身を】熱して木の棒を差し込み真っ直ぐにす

る。そして、御前で研磨工に預けられ、彼は外側を命令に応じた図案で飾る。

その後、御前に運び込まれ106、銃床の木材とその形が定められる。この際に、い

くつかの事柄が刻印される。加熱時と加熱前の重さ―以前の刻銘は磨き取られ

ている―、鉄の産地、製作者、製作地、製作年月、記号である107。次の段階で

は、未製品の一つが無作為に選ばれて仕上げの命令が出される。そして次の段

階に進む。その後、銃尾が取り付けられ、引き金、込め矢と込め矢入れ（gaz 

wa pargaz108）などが整えられる。命じられたことが適切に実行されたら、再度

の試し撃ちの命令が下される。良い結果が出たら、銃は御前に運ばれ、三たび

後宮に預けられる。この時には「無地（sādah）」と呼ばれる。5発の弾丸が一緒

に持ち込まれる。世界の主人たるお方は、定められている規則に則り4発を撃

ち、1発添えて表に戻す。この時、銃と銃床の色が決められ、九つの色のうち一

つが銃床について決められて109、ふんだんな金や瑠璃で様々な模様が施される。

は不明としている［AA （Etr.）: I, 121, n. 3］。（N）
106	 テクストとB写本はpīšgāh-i pardahだが、A写本とC写本の表記pīšgāh burdahを

取った［AA Ms. A: 54v; AA Ms. C: 48r］。Blochmannはpīšgāh-i pardahを取り「ハレム
（pardah）に持ち込まれる」と解釈している ［AA （Etr.）: I, 121］ 。しかし、Ā’īn-i Akbarī
内では、後宮の帳はpardah-sarāあるいは sarā-pardahと呼ばれ、pardahのみで後宮の意
味で用いられている例はこれまで見られない［AA: I, 41, 42, 50, AA （Jtr.） （3）: 118, 120, 
145］。なお、この部分の直後には、pīsh burdahというほぼ同様の表現も見られる。（N）

107	 Khandwaの公園に展示されている大砲には、実際に製造年が刻印されたものがある
という［Khan 2004: 60］。（N）

108	 込め矢（ramrod）は前装式の銃に火薬や弾丸を詰めるために用いる棒状の道具であ
る。pargazについては辞典類に記載が見られず、 Blochmannの語釈に従った。Habibは
語釈を示していない［AA （Etr.）: I, 121, n4: Habib 1997: 142］。なお、現存する南アジア
のマッチロック式の銃の多くは、銃身の下部に込め矢が挿入できるような構造になっ
ている（Victoria and Albert Museum, Acc. No. 2621（IS）, Acc. No. 2645（IS）, Acc. No. 
3264（IS）; Metropolitan Museum of Art, Acc. No. 33.28.2, Acc. No. 36.25.2153）。 （N）

109	 実際に残っている18世紀南アジアの銃の銃床部分は、赤みがかった、あるいは黒っ
ぽい木材を用いていることが多く、無地や、金色あるいは銀色の金属の飾りを取り付
けたものがある ［Elgood 1995: 141］ 。18世紀にラージャスタンで製作されたものに
は、白や褐色の彩色や浮き彫りを施された銃床もある （The Metropolitan Museum of 
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銃の色は単色である。この段階では「色付き（rangīn）」と呼ばれる。同じ作法

で、5発の弾丸とともに奥に四たび預けられる。国の主は4発を撃ち、5発目と

ともに表に戻す。「色付き」が10挺整ったら、銃口と銃尾を金で飾るように至

高の命令が下る。仕上がったものが、以前からの規則に従って神聖なる寝所に

預けられる。このようなものが10挺揃ったら下僕（čēlah-hā110）に託される。

Art所蔵、Acc. No. 36.25.2153; Acc. No. 33.28.2）［Alexander, Pyhrr & Kwiatkowski 2015: 
275-276, 278-280］。絵画では、銃床の色には黒、赤、紺、橙、水色、灰色（銀色？）赤
茶、緑が用いられ、無地・模様付き両方が描かれている （Chester Beatty Library所蔵、
Object No. In 03.202, Object No. In 03.203: Victoria and Albert Museum所蔵、Acc. No. 
IS.2:84-1896; Acc. No. IS.2:68-1896; Acc. No. IS.2:72-1896） ［Elgood 1995: 6, 128, 140］ 。た
だし、御用の銃Saṅgrāmが複数の絵の中で異なった色で描かれていることから（注121
参照）、絵画における銃の色の選定においては実際の色だけではなく彩色のバランスが
考慮されていると推察される。なお、1600年頃の絵画には、銃を袋のようなものに入れ
て運んでいる様子が描かれている （Victoria and Albert Museum所蔵、Acc. No. IM.249-
1921） 。（N）

110	 čēlah/ čēlāは、ヒンディー語で弟子を意味する。AA中の「歩兵（piyadagān）の規則」
内の説明によると、Akbarはペルシア語で一般に下僕を意味するbandahを神の僕とい
う意味にのみ用いるべきだと考え、宮廷内での下僕を、ヒンディー語（Hindī zabān）
で忠実な弟子を意味するčēlahと呼ぶことにしたという。čēlahは日当1ダームから1ル
ピーを支払われ、aḥadīやカールハーナの職員の一部と同じく、給与支給はparwānačah
に基づくとされている ［AA: I, 190, 195; AA （Etr.）: I, 263-264］。一方、MTでは、Akbar
が唱えた tawḥīd-i Ilāhīの支持者が「ヨーギーの術語（iṣṭilāḥ）」に則ってčēlahと呼ばれ
たとされる［MT: II, 325］。実際にAkbar時代にčēlahと呼ばれている人物の例として、
鳩の育成で知られた人物の中に、Maqbil Ḫān Čēlah、Ḫwājah Ṣandal Čēlah、Sikandar 
Čēlah、Ḫwājah Bahūl （Bahlūl?） Čēlahという人名が見える ［AA: I, 218］ 。これらの人
物のうち、Maqbil ḪānはANやMTでAkbarの側近（muqarrab）の一人とされており、
また、Ḫwājah Ṣandal Čēlahが1589年に没した後にAkbarが墓前を訪れたという記録が
ある ［AN: II, 190, 218, III, 558-559; MT: II, 118］ 。さらに、AAのマンサブダールのリス
ト内で、マンサブ900の人物の中にŠimāl Ḫān Čēlahという人名が見える。Blochmann
によると、TAではqūrčīと呼ばれているという。彼は1564年にはAkbarの元におり、
1565年には特に親しい随身の一人としてAkbarのおじMu‘aẓẓam Ḫān捕獲に任じられ

（前述のMaqbil Ḫānもこの任に当たっている）、さらに1574年にはAǧmērでの反乱鎮
圧に任じられている ［AA: I, 226: AA （Etr.）: 491; AN: II, 190, 218, III, 81］ 。Ǧahāngīrは
JNの中で移動中の居所の設営に携わった人物をčēlahと呼んでおり、Akbar治世以降
も宮中の下働きを行う者に対してこの語が用いられることがあったと推察される ［JN 

（T）: 361］。 （N）
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銃身作りの規則

以前は、腕っ節の強い男が鉄の道具で大変な苦労をして、わずかな数を整え

ていた111。世界を飾るお方は、明察によって、一頭の牛を周回させることで、16

本の銃身をより短い時間で整えることができる回転機を発明された112。説明の

ために、その姿を描く113。

111	 この作業をcleaningと解釈するBlochmannとこれに従ったAlvi & Rahmanに対し、
Habibはboring（銃身に腔を穿つこと）だと解釈し、「整えていた」の部分を“till some 
smoothness （ṣafā） ［within the hand-gun barrel］ was achieved”と訳している［AA 

（Etr.）: I, 122; Alvi & Rahman 1968: 4-7, 30-31; Habib 1997: 140-141］。本文中の記述で
は、銃身の原型の時点で銃腔が形成されているとみられるので、この作業はその腔を

「整える」ことと解釈した。（N）
112	 この回転機（čarḫ）の発明を本書はAkbarに帰するが、Alvi & RahmanはFatḥ Allāh 
Šīrāzīを発明者とし、Habibもこれと同様だが理路は異なる［Alvi & Rahman 1968: 4-7, 
30-31; Habib 1997: 139-140］。「世界を飾るお方」Akbarはその帝国においてすべての新
機軸の主宰者であっただろうから、宮廷史家が新奇な機械仕掛けの発明をあえて取り
上げ、これを自らのパトロンに帰した筋立てを真に受ける必要はない。従来研究の所
論において鍵を握るのはṬabaqāt-i AkbarīがFatḥ Allāh Šīrāzīの発明品を列挙する中で

「一つの車輪 （čarḫ） で12挺の銃が発射された」と述べた記事である［TA: II, 457］。Alvi 
& Rahmanはこの一文について、この「車輪」が機能するホイールロック式の12門連
装銃を記述したものだとの仮説を否定した上で、本書に既述の17門連装銃（25ペー
ジ）と16本の銃身を扱うこの回転機をṬabaqāt-i Akbarīの著者が取り違えて合成した
結果生じた誤報と解釈している。そして、合成の錯誤があったとしても、この一文は、
その二つの発明品をFatḥ Allāh Šīrāzī に帰したものだとの結論に至っている［Alvi & 
Rahman 1968: 4-7, 30-31］。しかしこれは、その一文の「12」という数字や「車輪」の説
明をすべて錯誤の結果と片付け、Fatḥ Allāh Šīrāzīへの付会のみをつまみ出した操作に
過ぎない。一方Habibはこの一文の「発射された」sar mī-šawad というくだりを「そ
の先端が固定された」と解している［Habib 1997: 138］。HabibはAlvi & Rahmanとは
異なり、この回転機を銃身の穿孔機と見なすので（注111参照）、銃の数の相違を度外
視して、穿孔機の機構に相応しい解釈を与えたのだろう。恣意的な読みであることは
否めない。以上のことから、注91にも示されたごとく、Ṭabaqāt-i Akbarīの一文を17門
連装銃ないし16門回転機に結びつける十分な理由はない。それゆえこの一文を介して、
回転機の発明をFatḥ Allāh Šīrāzīに帰する議論には十分な根拠がないことになる。一方
この一文そのものの解釈としては、Fatḥ Allāh Šīrāzīに帰される車輪機構付き12門連装
銃の証言ではあるものの、他の証拠の裏付けが乏しくその信憑性はなお疑わしい、と
せざるを得まい。（M）

113	 写本では、この回転機に該当するものと思しき図が1葉を用いて示されている。機械
の構造についてはHabib 1997も参照。HabibはMs. Aを参照しており、この図は実際の
機械の様子に基づく可能性が高いとしている［Ms. A: 55v; Ms. B: 59r; Ms. C: 48v: Habib 
1997: 141］。（N）

	 　本訳注で参照した三写本はいずれも同様の図を含んでおり、Ms. AとMs. Bは「銃身
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の回転機の図」との表題を備えている。さらにMs. Aのみ図の各部に解説とおぼしき
ペルシア語の注記を複数備えているが、これが原著に由来するテクストであるか否か、
定かではない。その注記の全ては解読できないが、図中央の円形には「軸」miḥwarと
の注記、これから左下方に伸びた直線には「長い石材」bayram、その直線の先端には

「牛の図」taṣwīr-i gāwとあり、本来ここに牛を描き込んで、牛の歩行を動力源とする水
平回転の機構を図示するものであったと思われる。この回転を受けとる歯車の周縁が

「大車輪の円周」muḥīṭ-i čarḫ-i ‘aẓamatと示され、その周縁の歯が縞模様で表されてい
ることが分かる。Habibの推測によれば、この歯とかみ合って、おそらくかさ歯車のご
とく、回転を垂直に変換するのが8輪の歯車であり、それらの歯は着色された三角形で
表されている。さらに8輪の歯車の車軸として両側に突き出たドリルが、黒色で図示さ
れ「銃」bundūqと注記された都合16本の部材に穿孔を施す機構を説明したものだとい
う。内側に「銃の台」qāyimah-i bundūq、外側にも同じく「銃の台」qāyimah-i kamān

図3　©The British Library Board. ［AA Ms. A: 55v］
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銃の等級

御用の作業所で製作されるもの、購入されるもの、献上されるものがある。

それぞれが長銃と短銃、さらに無地、色付き、金属象嵌付き（kūft-kār114）【に分

と注記があり、Habibはいずれをも、銃身となる部材を固定するパーツと見る。その当
否は定かでないが、ドリルを部材に貫入させる推力の機構はいずれにせよ不明である

［Habib 1997: 141］。なおデリー石版本（1855年）原載の図をもとにした、英語訳初版
第1巻（1873年完成）の図版（pl. XV）は英語訳第2版第1巻にも転載されており、こ
れを図4として示すが、もちろんこれは想像図に過ぎない［AA （Etr.）: I, pl. XV］。（M）

114	 Blochmannはhammeredとしているが［AA （Etr.）: I, 122］、Haiderは、koftgariとい
う技術について、金や銀を象嵌（inlay）する技術であり、剣や盾などの装飾に用いら
れ、ダマスクス発祥と言われていたとしている。本訳注は後者に従う。この技術を持
つ職人はkoftgarと呼ばれたという ［Haider 1991: 151］。Victoria and Albert Museum所

図4　「回転機」の想像図 ［AA （Etr.）: I, pl. XV］
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けられる】。世界の主人たるお方は、数千挺の中から、105挺を御用のものとさ

れた。12挺は各月に割り当てられており、11ヶ月後に1挺の順番が来るのであ

る。30挺が各週の割り当てで、7日後には1挺が持ち出され次の1挺がもたらさ

れる。32挺は太陽暦の各日の割り当てで、毎日1挺である115。31挺はクータル

であるが、時には28挺となることもある。先のものが消費される度に、そこか

ら減った分を埋め合わせるのである116。先と後の順番は以下の通りである。月、

週、日、クータル、無地、色付き、下僕に託されていない金属象嵌付き、下僕

に預けられている金属象嵌付き、献上されるか購入されるかしたもののなかか

ら選ばれた長銃、＜ I, 127＞献上されるか購入されるかしたもののなかから選

ばれたダマーナク、この2種類【献上されるか購入されるかしたもの】からさ

らに選ばれたもの。

全ての御用のものは7グループに分けられ、15挺ずつが輪番（kišik117）とな

り、下僕が準備している。日曜日には、最初のグループから2挺、2番目から4

挺、3番目から5挺、4番目から4挺。月曜日、火曜日、水曜日は同じ方式であ

る。木曜日には最初と2番目からは【これまでの曜日と】同じ数、3番目からは

4挺、4番目からは5挺。金曜日には最初のグループから1挺、2番目からは5挺、

3番目からは4挺、4番目からは5挺。土曜日はこの規則に則る118。常に、消費さ

蔵の銃の中でkuftkariを施されたとされているものは、銃身に金の縁取りや模様が見
られる （Acc. No. 2645（IS）, Acc. No. 2621（IS）, Acc. No. 3264（IS））。（N）

115	 月の割り当てが12の倍数であり、週の割り当てが30、日の割り当てが32という数は、
武器庫の規則で既出の弓の割り当ての数と同様である［AA: I, 118］。AAには、イラー
ヒー暦の一ヶ月の日数は29日から32日の間であるという記述が見える［AA: I, 278］。

（N）
116	 銃の数や種別から、ここまでの内容は次段落の105挺の輪番の話と、これ以降の内容

はこの節の最終段落の101挺運用の話と対応していると推察される。ただ、これら2つ
の輪番、運用の関係は不明である。（N）

117	 本書では、宮廷の衛士の輪番制についての記事が「ケシク （kišik） の規則」として後
出する［AA: I, 192］。曜日ごとに7つの衛士隊が編成されているところは、本文の銃の
運用と同じである。この制度が1575年に導入されたことについてはANに記事がある

［AN: III, 146-147］。（M）
118	 ここで述べられている数を表にすると以下のようになる。1番目から4番目のグルー

プから各曜日に用意される銃の合計数は、先に述べられている月、週、日、クータル
の割り当て数と同様である。（N）
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れる御用のものを補充するために次の段階のものが5揃い用意してある。クー

タルの半分が14挺、クータルのパーオ（ 1/4）が7挺、クータルの半パー（す

なわち 1/8）が4挺、クータルの6ターンク119（ 1/8の半分）が2挺、クータルの3

ターンク（ 1/8の 1/4）が1挺である。クータルから消費されるたびに、半クー

タルがもたらされる。同様に、1揃いが次の揃いの後に配置され、最後のもの

は購入されたもののなかから選ばれたもので補充される。

このような方式で、常に101挺の銃が王朝の後宮に保管されている。イラー

ヒー月の初日に、月、週、日、クータル、無地、色つき、下僕に委ねられてい

ない金属象嵌付きの銃、下僕たちの金属象嵌付き、【献上されるか購入される

かしたもののなかから】選ばれた長銃、選ばれたダマーナク、選ばれたものの

なかの選ばれたもの各1挺ずつ、11挺の銃が幸運なる寝所の御前受け入れとな

る。次の日には、月の銃以外が同様の順番で委ねられる。10日間、このような

数で【銃が】かの親密なる区域【寝所】に送られる。世界の王が発砲され、1

回ずつこの幸運に至らせると、再び最初【の銃】に戻る。それぞれを4回撃つ

と、表に送り、順番に則りそれぞれのグループで交換される。月の最初になっ

たら、最初に置かれていた前月の銃120が全ての後に置かれ、当月の銃が最初の

ものとなる。

銃やその他のもので御みずから仕留められた獲物を書記たちが数え上げると

1番目 2番目 3番目 4番目 合計
日曜日 2 4 5 4 15
月曜日 2 4 5 4 15
火曜日 2 4 5 4 15
水曜日 2 4 5 4 15
木曜日 2 4 4 5 15
金曜日 1 5 4 5 15
土曜日 1 5 4 5 15
合計 12 30 32 31

119	 ターンクは重さの単位としては既出だが、このような分割の単位としての用例は、こ
れまで本文中では見られない ［AA （Jtr.） （1）: 91 n. 30］。（N）

120	 bundūq-i māh-i raftah kih sar būd. Blochmannはこの部分を「使われていないものが
あれば」（left unused）と解釈している［AA （Etr.）: I, 123］。（N）
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いう規則がある。例えば、御用のものの筆頭であるサングラーム（Sangrām121）

という銃によって、イラーヒー暦のファルヴァルディーン月だけでも、1019頭

の生き物を狩られてきた122。

銃兵（bundūqčī）の月給の規則

賢明なる君主は、十人頭（mīr-dahah123）の手当を、300ダーム、280、270、260

の4段階にされた。その他の者たちには5段階あり、さらにそれぞれが3つに分

かれる。第1段階の1番目は250ダーム、第1段階の2番目は240、第1段階の3

番目は230。第2段階の1番目は220、中間は210、最低は200。第3段階の1番目

は 190、2番目は 180、3番目は170。第4段階の1番目は160、真ん中は150、最

低は140。第5段階の1番目は130、中間は120、最低は110。

121	 ANには、Akbarが御用の銃であるSaṅgrāmを1568年のČitor攻略の最中に用いたと
いう記録が見られる。この様子を描いたAkbar Nāmah写本の挿絵が複数現存している。
Chester Beatty Library所蔵のものでは、画面向かって右上の塔の上に立つAkbarは茶
色の銃を手にしている （Object No. In 03.133）。一方、Victoria and Albert Museum所
蔵のものでは、Akbarの立ち位置は同様だが銃の色は灰色（銀色？）である （Acc. No. 
IS.2:68-1896）。また、ǦahāngīrはAkbarの優れた射撃の腕前に触れ、Saṅgrāmで3000か
ら4000頭の生き物を狩ったとしている［AN: II, 320; JN （T）: 27］。なお、saṅgrāmはサ
ンスクリット語由来の単語で、ヒンディー語で戦いを意味する。この語は男性名として
も用いられ、Rānā Saṅgāの別名はSaṅgrām Singhである［Gandhi 1989: 363; Fussman 
EI3: Chanderi］。（N）

122	 注121で触れた、AkbarがSaṅgrāmで狩った獲物の数と合わせて考えると、この数は
1挺の銃による1ヶ月間の狩猟数ではなく、即位後、あるいは記録が取られ始めてから
のファルヴァルディーン月に狩られた獲物の数の累計という可能性が高い。（N）

123	 mīr-dahahは10人の銃兵を率いる指揮官を指す。17世紀の記録では、さらに上の階
級として100人頭 （ṣadīwāl）、1000人頭（hazārī）が見られるという。Khanは、この
給与表を、ムガル帝国の銃兵がマンサブダールの部隊に配属されていても宮廷から直
接給与を受け取っていたことの証拠と考えている ［Khan 2004: 146-148］。 AAの中には
厩や牛舎の働き手であるmīr-dahahも見られ、10人の部下を持ち、aḥadīのように給与
を得て、厩の馬が死んだ際には罰金を取られると記されている ［AA: I, 144, 145, 151］。
Blochmannはmīr-dahahを（マンサブに）任官されていない階級（non-commissioned 
rank）と表現している。なお、最も低いマンサブである10マンサブのマンサブダール
はdah-bāšīと呼ばれ、mīr-dahahとは異なる ［AA: （Etr.）: I, 123］。（N）
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